
二 日本儒教の特徴 

31 

二
 

日
本

儒
教

の
特

徴
 

高
 

島
 

元
 

洋
 

   

目
次
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一

）
日

本
儒

教
を

ど
の

よ
う

な
問

題
設

定
に

お
い

て
理

解
す

る
か
 

 
［

Ⅰ
日

本
文

化
の

形
成

の
し

か
た

］
 

 
［

Ⅱ
日

本
儒

教
を

理
解

す
る

枠
組

み
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つ
い

て
］
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研
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思
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二
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問

題
設

定
の
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当
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と

検
討
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き
課

題
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Ⅰ
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山
の

問
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設
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間
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特
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］
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け
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ま
り
 

 
 

②
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徠
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思
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性
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似

活
物

観
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史

意
識

と
文

明
批

判
 

 
 

③
〈

近
代

化
論

〉
と

日
本

朱
子

学
 

  
［

Ⅱ
相

良
の

問
題

設
定

逶
空

間
的

内
外

関
係

に
お

け
る

転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る
日

本
儒

教
の

特
徴

］
 

 
 

①
〈

比
較

思
想

的
観

点
〉

か
ら

の
儒

教
理

解
と

検
討

す
べ

き
課

題
 

 
 

 

(1)中
国

儒
教

（
思

想
）

―
郡

県
制

（
社

会
構

造
）

 

ａ
宗

族
（

社
会

構
造

）
に

お
け

る
「

孝
」
（

思
想

）
 

ｂ
科

挙
・

士
大

夫
（

社
会

構
造

）
に

お
け

る
「

聖
人

」
「

修
己

治
人

」
「

仁
」
（

思
想

）
 

 
 

 

(2)日
本

儒
教

（
思

想
）

―
封

建
制

（
社

会
構

造
）

 

ａ
宗

族
が

な
い

社
会

（
社

会
構

造
）

に
お

け
る

「
礼

」
（

思
想

）
 

ｂ
科

挙
・

士
大

夫
が

な
い

社
会

（
社

会
構

造
）

に
お

け
る

「
人

倫
」
（

思
想

）
 

 
 

②
〈

倫
理

学
・

倫
理

思
想

史
的

観
点

〉
か

ら
の

儒
教

理
解

と
検

討
す

べ
き

課
題

 

 （
三

）
古

学
の

「
人

倫
」

は
〈

倫
理

学
・

倫
理

思
想

史
的

観
点

〉
か

ら
ど

の
よ

う
に

理
解

さ
れ

る
の

か
 

 
［

Ⅰ
存

在
論

（
生

生
観

）
］

 

 
［

Ⅱ
人

間
論

（
人

道
）
］

 

 
［

Ⅲ
実

践
論

（
拡

充
）
］

 

 
［

Ⅳ
「

人
倫

」
と

倫
理

学
］

 

 
 

①
「

人
倫

」
と

「
藹

然
た

る
（

穏
や

か
な

）
至

情
」
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②
仁

斎
の

朱
子

学
批

判
に

お
け

る
「

人
倫

」
の

構
図
 

 
 

③
「

人
倫

」
の

自
覚

の
二

重
構

造
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（
一
）
日
本
儒
教
を
ど
の
よ
う
な
問
題
設
定
に
お
い
て
理
解
す
る
か
 

  
［
Ⅰ
日
本
文
化
の
形
成
の
し
か
た
］
 

 
日

本
文

化
は

、
今

日
の

か
た

ち
を

形
成

す
る

に
あ

た
っ

て
、
外

部
か

ら
た

え
ず

文
物

を
輸

入
し

、
そ

の
刺

激
を

賦
活

剤
と

し

て
き

た
。
 

 
前

近
代

に
お

い
て

は
、
い

う
ま

で
も

な
く

中
国

大
陸

あ
る

い
は

朝
鮮

半
島

か
ら

多
大

な
影

響
を

受
け

つ
づ

け
た

。
結

果
、
今

日
伝

統
文

化
と

し
て

独
自

の
意

味
を

も
つ

も
の

の
な

か
に

、
あ

る
い

は
衣

食
住

の
さ

ま
ざ

ま
な

文
物

や
芸

術
・
思

想
な

ど
に

お

い
て

、
そ

の
痕

跡
を

明
瞭

に
見

て
と

る
こ

と
が

で
き

る
。
こ

の
構

図
は

、
外

部
は

か
わ

っ
て

明
治

以
降

も
継

続
し

、
文

明
開

化

な
ど

欧
米

文
化

の
急

速
な

吸
収

・
学

習
が

、
日

本
の

近
代

化
を

推
進

し
た

こ
と

は
周

知
の

事
実

で
あ

る
。
 

 
文

物
の

輸
入

を
考

え
て

み
る

と
、
い

う
ま

で
も

な
く

文
化

に
つ

い
て

は
、
物

品
の

輸
入

と
ま

っ
た

く
お

な
じ

と
い

う
こ

と
に

は
な

ら
な

い
。
た

と
え

ば
今

日
日

本
は

、
海

外
か

ら
大

量
の

食
料

品
・
原

材
料

な
ど

を
輸

入
す

る
。
国

内
で

不
足

す
る

も
の

あ

る
い

は
生

産
さ

れ
な

い
商

品
を

購
入

し
消

費
す

る
わ

け
で

あ
る

が
、
こ

れ
が

わ
れ

わ
れ

の
精
神

生
活

に
ど

の
よ

う
に

影
響

す
る

か
と

い
う

と
、
む
ろ
ん
皆
無

で
は

な
い

が
と

り
あ

え
ず
直
接

的
に

は
す

く
な

い
。
 

 
し

か
し

こ
の

よ
う

な
精
神
面
へ

の
影

響
の
度
合

い
は

そ
の

文
物
如
何

に
か

か
わ

る
。
た

と
え

ば
絹
織

物
は
紀
元

前
に

日
本

に

も
た

ら
さ

れ
る

。
絹

は
、
他

の
植

物
繊
維

に
は

な
い
光
沢
・
質
感

が
あ

り
、
ま

た
自
由

に
染
色

が
で

き
る

こ
と

な
ど

か
ら

な
が

く
珍

重
さ

れ
、
そ

の
生

産
は

近
世
・
近

代
に

お
い

て
重
要

な
産
業

に
成
長

し
、
今

日
絹

の
文

化
は

日
本

の
伝

統
の
ひ

と
つ

と
な

っ
て

い
る

。
 

 
単
純

に
物

品
を

輸
入

し
て

消
費

す
る

の
で

は
な

く
、
精
神
面

に
つ

よ
い

影
響

を
の

こ
す

思
想
・
文

物
に

お
い

て
は

、
そ

の
文

化
の

輸
入

に
は
長
期

の
受
容
過
程

が
あ

る
。
影

響
が
表
面

的
な
場
合

、
受
容

は
模
倣

と
い

う
か

た
ち

で
短
期

に
と

ど
ま

る
。
影
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響
が
深
刻

で
あ

れ
ば

あ
る
ほ

ど
、
も

は
や
模
倣

で
は

な
く

な
る

。
受
容

の
主
体

は
、
文

化
を

自
己

の
も

の
と

す
べ

く
悪
戦
苦
闘

し
、
こ

こ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
［

原
型

］
の

文
化

に
な

い
独
創

的
［
オ
リ
ジ
ナ
ル

］
な

文
化

が
う

ま
れ

る
。
輸

入
文

化
は

、
こ

う
し

て
変

形
を

う
け
洗
練

さ
れ

る
受
容

の
過
程

が
あ

っ
て

、
コ
ピ
ー

で
は

な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
も

の
と

し
て

一
般

社
会

に
定
着

す
る

。
 

 

［
Ⅱ
日
本
儒
教
を
理
解
す
る
枠
組
み
に
つ
い
て
］
 

 
さ

て
そ

う
す

る
と

輸
入

文
化

を
考

え
る

に
さ

い
し

、
一
般

論
と

し
て

つ
ぎ

の
三

つ
を

検
討

す
べ

き
項
目

と
し

て
取

り
だ

す
こ

と
が

で
き

る
（
表
１

）
。
 

     

こ
の

一
般

論
に

、
本

論
の

課
題

で
あ

る
「

日
本

儒
教

」
を

い
れ

る
と

以
下

の
よ

う
に

な
る

。
そ

し
て
項
目
Ｃ

の
内
容

が
、
こ

れ
か

ら
考

え
て

み
た

い
「

日
本

儒
教

の
特

徴
」

と
い

う
こ

と
に

な
る

（
表
２

）
。
 

     

Ａ
 
（

も
と

も
と

の
）
オ
リ
ジ
ナ
ル

［
原
型

］
な

文
化

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
表
１

）

Ｂ
 
（

あ
た

ら
し

く
う

ま
れ

た
）

独
創

的
［
オ
リ
ジ
ナ
ル

］
な

文
化
 

Ｃ
 
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
文

化
を

独
創

的
な

文
化

に
変

形
・
洗
練

さ
せ

る
力
 

Ａ
 
（

も
と

も
と

の
）

中
国

の
儒

教
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
表
２

）

Ｂ
 
（

あ
た

ら
し

く
う

ま
れ

た
）

日
本

の
儒

教
 

Ｃ
 
日

本
儒

教
の

特
徴
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(1
)

(2
) 

(3
)

 
日

本
に

お
け

る
儒

教
の

伝
来

は
古

い
。
仏

教
が

伝
わ

る
の

は
六

世
紀

あ
る

い
は

そ
れ

よ
り

は
や

く
て
五

世
紀

で
あ

る
が

、
儒

教
は

そ
れ

以
前

に
な

る
で

あ
ろ

う
。
 

 
『

日
本
書
紀

』
に

は
応
神
天
皇
十
六
年

、
百
済

の
博

士
王

仁
が
来
貢

し
た

と
あ

る
。
応
神
十
六
年

は
、
『

日
本
書
紀

』
の
記

述
通

り
に
計
算

す
る

と
、
西
暦

二
八
五
年

に
な

る
。
し

か
し

、
こ

の
年

代
は
信
用

で
き

な
い

。『
古

事
記

』
の
分
注

に
あ

る
「
崩

年
干
支

」
を

も
と

に
計
算

し
な

お
す

と
三
六
九
年

と
な

る
。

し
か

し
、

こ
の
年

代
も

そ
れ
ほ

ど
信
憑

性
は

な
い

。
ち

な
み

に
、

陳
舜
臣

は
『

儒
教

三
千
年

』
に

お
い

て
応
神
天
皇
十
六
年

は
四
〇
五
年

で
あ

る
と

し
、

ま
た
姜

在
彦

『
朝

鮮
儒

教
の

二
千
年

』

は
五

一
三
年

と
解

釈
す

る
。
根
拠

は
不

明
で

あ
る

。
 

 
古

い
時

代
の

儒
教

に
つ

い
て

思
想

的
意

味
を

理
解

す
る

の
は
資

料
的

に
む

つ
か

し
い

。
儒

教
が

思
想

と
し

て
重
要

な
意

味
を

も
つ

の
は

、
は

る
か

後
代

の
近

世
に

入
っ

て
か

ら
で

あ
る

。
 

 
近

世
儒

教
は

、
藤

原
惺
窩

（
一
五
六

一
―

一
六

一
九

）
に

は
じ

ま
る

。
惺
窩

は
儒

教
に

と
っ

て
象

徴
的

な
人

で
あ

る
。
「

人

倫
は
皆

真
な

り
」（

人
間

関
係

に
こ

そ
真

理
が

あ
る

）
と

い
い

、「
出

世
間

」
の

真
理

を
と

く
中

世
仏

教
と
決
別

す
る

。
近

世
儒

教
の

思
想

史
的

な
意

味
は

「
人

倫
」

の
自

覚
に

あ
っ

た
。
 

 
つ

づ
い

て
儒

教
の

本
格

的
な

受
容

が
お

こ
な

わ
れ

る
が

、
こ

の
過
程

は
一
般

的
に

は
朱

子
学

か
ら

古
学
へ

の
展

開
と

し
て

理

解
さ

れ
て

い
る

。
初
期

の
段
階

に
お

い
て

は
、
朱

子
学

が
受
容

さ
れ

る
（
林
羅

山
一
五
八

三
―

一
六
五
七

、
山
崎
闇

斎
一
六

一

八
―

一
六
八

二
な

ど
）
。

こ
こ

に
お

い
て

朱
子

学
の

精
密

な
全
体
像

が
あ

き
ら

か
に

な
る

。
つ
ぎ

に
こ

の
朱

子
学

を
批

判
し

て

古
学

と
い

う
日

本
独

自
の

儒
教

が
形

成
さ

れ
る
（
伊
藤

仁
斎

一
六

二
七

―
一
七
〇
五

、
荻

生
徂

徠
一
六
六
六

―
一
七

二
八

な
ど

）
。

き
わ
め

て
独
創

的
で
高
度

に
完

成
さ

れ
た

思
想

が
登
場

す
る

。
 

 
近

世
儒

教
の

な
が

れ
を

こ
の

よ
う

に
要
約

す
る

と
、
日

本
儒

教
の

特
徴

は
、
こ

の
朱

子
学

か
ら

古
学
へ

の
展

開
を

ど
の

よ
う

に
解

釈
す

る
か

と
い

う
問

題
に

な
る

（
表
３

）
。
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ち
な

み
に

こ
こ

で
は

論
証

を
省
略

す
る

が
、
右

の
図
式

も
ほ
ん

と
う

は
あ

や
ま

り
で

、
以
下

の
よ

う
に

理
解

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
。（
表
３

）
に

お
け

る
Ａ
（

朱
子

学
）
→
Ｂ
（

古
学

）
の
展

開
は

、（
表
４

）
に

お
け

る

b1（
日

本
朱

子
学

）
→

b2（
古

学
）
の
展

開
と

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
。
単
純

に
考

え
て

も
、
羅

山
・
闇

斎
の

朱
子

学
は

、
朱

子
学

の
模
倣

に
す
ぎ

な
い

か
ど

う
か

は
べ

つ
に

し
て

も
、

も
と

も
と

の
中

国
儒

教
で

あ
る

は
ず

が
な

い
の

で
あ

る
（
表
４

）
。
 

      し
か

し
と

り
あ

え
ず
議

論
を
複
雑

に
し

な
い

よ
う

に
（
表
３

）
に

よ
っ

て
考

え
て

み
た

い
。
と

い
う

の
も

以
下

に
紹
介

す
る

論
者

は
、
Ａ

朱
子

学
と

b1日
本

朱
子

学
と

を
区
別

し
て

い
な

い
か

ら
で

あ
る

。

b1は
Ａ

の
模
倣

で
あ

る
が
ゆ

え
に

、
両
者

に

質
的

な
差

は
な

い
と

考
え

た
の

で
あ
ろ

う
。
 

 

Ａ
 
（

も
と

も
と

の
）

中
国

儒
教
＝

朱
子

学
（

朱
子

・
羅

山
・
闇

斎
な

ど
）

 
 

（
表
３

）

Ｂ
 
（

あ
た

ら
し

く
う

ま
れ

た
）

日
本

儒
教
＝

古
学

（
仁

斎
・

徂
徠

な
ど

）
 

Ｃ
 
日

本
儒

教
の

特
徴
 

Ａ
 
（

も
と

も
と

の
）

中
国

儒
教
＝

朱
子

学
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
表
４

）

Ｂ
 
（

あ
た

ら
し

く
う

ま
れ

た
）

日
本

儒
教
 
＝
 

b1 
日

本
朱

子
学

（
羅

山
・
闇

斎
な

ど
）

b2 
古

学
（

仁
斎

・
徂

徠
な

ど
）
 

Ｃ
 
日

本
儒

教
の

特
徴
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さ
て

日
本

儒
教

の
特

徴
は

、
Ａ
（

朱
子

学
）
→
Ｂ
（

古
学

）
の
展

開
を

ど
の

よ
う

に
解

釈
す

る
か

と
い

う
こ

と
か

ら
議

論
さ

れ
た

。
そ

し
て

こ
れ

ま
で

こ
の
議

論
の

問
題

設
定

を
め
ぐ

り
、

代
表

的
な
方
向

が
二

つ
あ

っ
た

。
 

 
(ⅰ)丸

山
真
男
（
一
九
一
四
―
一
九
九
六
）
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
 

こ
こ

で
は

日
本

の
近

代
化

を
問

題
に

し
て

、
Ａ

朱
子

学
の
「

自
然

的
秩
序

の
論

理
」
か

ら
Ｂ

徂
徠

学
の
「
作
為

の
論

理
」
へ

の
転

換
を

論
じ

る
。「

自
然

的
秩
序

の
論

理
」
と

は
、
天

人
合

一
観

の
よ

う
に

、
天

と
人

、
自

然
法
則

と
道
徳
法
則

と
が
対
応

・

連
続

す
る

と
す

る
考

え
方

で
あ

る
。
「
作
為

の
論

理
」

と
は

、
道

（
制
度

）
は

自
然

に
あ

る
も

の
で

は
な

く
、

聖
人

の
作
為

を

ま
っ

て
は

じ
め

て
成
立

す
る

と
す

る
考

え
方

で
あ

る
。
丸

山
は

、
こ

の
作
為

す
る

聖
人
像

に
独

自
の

解
釈

を
く

わ
え

、
近

代
に

つ
な

が
る
「
主
体

的
人
格

」
を
読

み
込
む

。
丸

山
は

、
近

世
儒

教
の
展

開
の

な
か

に
「

近
代

意
識

の
成
熟

を
準
備

す
る

前
提
条

件
」
を
探
ろ

う
と

し
た

。
近

世
の

思
想

は
む
ろ
ん

近
代

意
識

そ
の

も
の

で
は

な
い

が
、
そ

の
「

前
提
条
件

」
で

あ
る

。
こ

の
「

前

提
条
件

」
が

あ
っ

て
封

建
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

は
内

部
か

ら
解
体

す
る

。
 

 

(ⅱ)相
良
亨
（
一
九
二
一
―
二
〇
〇
〇
）
『
近
世
の
儒
教
思
想
』
 

こ
こ

で
は

儒
教

と
い

う
外
来

思
想

に
た

い
し

て
日

本
の

伝
統

的
な

倫
理

観
の
質

を
問

題
に

し
て

、
Ａ

朱
子

学
の
「
敬

中
心

の

儒
学

」
か

ら
Ｂ

仁
斎

学
の
「
誠

中
心

の
儒

学
」
へ

の
展

開
を

論
じ

る
。「
敬

」
は

人
倫

関
係

に
お

け
る

自
と
他

と
の
「
差
別

性
」

に
つ

な
が

る
徳

性
で

あ
り

、
武

士
的

な
「

自
敬
衿
持

の
精
神

」
に
む

す
び

つ
く

。
一
方

、
「
誠

」
は

自
と
他

と
の

「
合

一
性

」

に
つ

な
が

る
徳

性
で

あ
り

、
武

士
的

精
神

に
た

い
す

る
町

人
の
立
場

に
む

す
び

つ
い

た
。
相

良
は

、
さ

ら
に
「
誠

」
の

思
想

を

支
え

る
日

本
人

の
伝

統
的

倫
理

観
を

問
題

に
す

る
。「
誠

」
に

あ
ら

わ
れ

る
「
主

観
的
心

情
の
純
粋

性
を

重
視

す
る
傾
向

」
は

、

同
時

に
「

倫
理

の
客

観
的

・
法
則

的
把
握

」
に

お
い

て
未

成
熟

な
も

の
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
危
惧

す
る

。
 

(4
)

(5
)
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 （
二
）
問
題
設
定
の
妥
当
性
と
検
討
す
べ
き
課
題
 

 上
述

の
二

つ
の
立
場

は
、
戦

後
の

儒
教

研
究

の
代
表

的
な

も
の

で
、
細

部
は

べ
つ

に
し

て
も

そ
の
視

点
は

お
お
む
ね

妥
当

と

さ
れ

て
き

た
も

の
で

あ
り

、
し

た
が

っ
て

近
世

儒
教

研
究

の
基
軸

に
な

る
も

の
で

あ
る

。
し

か
し

、
基
軸

と
い

っ
て

も
漠

然
と

現
在

の
儒

教
研

究
に

お
い

て
そ

の
よ

う
に

受
け

と
め

ら
れ

て
い

る
だ

け
で

、
そ

れ
が

ど
の

よ
う

な
意

味
で

あ
る

か
は

あ
き

ら
か

で
は

な
い

。
そ

れ
ゆ

え
実
態

不
明

の
基
軸

の
周
辺

で
、

不
毛

な
細

部
を
ほ

り
お

こ
す
混
乱

し
た

研
究

が
な

い
わ

け
で

は
な

い
。

必
要

な
こ

と
は

、
基
軸

と
な

る
研

究
に

あ
る
個
々

の
議

論
を
抽
象

化
し

て
、
問

題
設

定
を
整

理
し
直

す
こ

と
で

あ
る

。
と

り
あ

え
ず

こ
の
作
業

を
試

み
る

と
つ
ぎ

の
よ

う
な

結
果

が
え

ら
れ

る
（
表
５

）
。
 

  
 

     
［
Ⅰ
丸
山
の
問
題
設
定
逶
時
間
的
前
後
関
係
に
お
け
る
転
換
か
ら
理
解
さ
れ
る
日
本
儒
教
の
特
徴
］
 

（
表
５

）
 

(ⅰ)  
Ａ

 
（

前
近

代
の

封
建

思
想

）
 
→
Ｂ

 
（

近
代

を
準
備

す
る

思
想

）
 

Ｃ
 
時

間
的

前
後

関
係

に
お

け
る

転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る
日

本
儒

教
の

特
徴
 

(ⅰ) Ａ
 
（

前
近

代
の

封
建

思
想

）
 
→
Ｂ
 
（

近
代

を
準
備

す
る

思
想

）
 

 
 

（
表
５

）

Ｃ
 
時

間
的

前
後

関
係

に
お

け
る

転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る
日

本
儒

教
の

特
徴
 

(ⅱ) Ａ
 
（

外
部

か
ら

の
外
来

思
想

）
→
Ｂ
 
（

伝
統

思
想

に
よ

る
内

部
へ

の
受
容

）
 

Ｃ
 
空

間
的

内
外

関
係

に
お

け
る

転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る
日

本
儒

教
の

特
徴
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(6
) 

(7
) 

(8
)

(1
0
) 

(9
)

  
儒

教
と

い
う

と
、
一
般

的
に
漠

然
と

前
近

代
の

封
建

思
想

で
あ

る
と

お
も

わ
れ

て
い

る
。
近

世
社

会
に

は
「

士
農
工

商
」
と

い
う
身
分

制
度

が
あ

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら
江
戸

時
代

の
封

建
社

会
を

、
人
権

も
自
由

も
な

い
闇
黒

社
会

、
経
済

的
に

停
滞

し
た
閉
鎖

社
会

と
す

る
理

解
が

あ
る

。
福
沢
諭
吉
（

一
八

三
四

―
一
九
〇

一
）
が
「

封
建

の
門
閥

制
度

」
を
「
親

の
敵

で

御
座

る
」

と
い

っ
た

よ
う

に
（
『
福
翁

自
伝

』
）
、

封
建

制
は

近
代

の
「
敵

」
で

あ
っ

た
。
 

 
こ

う
し

て
近

代
日

本
は

、
前

近
代
（
闇
黒

社
会
・
停
滞

社
会

）
＝

封
建

制
度
＝

儒
教

思
想

を
一
括

し
て
否

定
し

、
近

代
化

を

推
進

す
る

。
こ

こ
に

お
い

て
儒

教
は

、
否

定
す

べ
き

思
想

で
し

か
な

い
。
 

 
こ

の
よ

う
な

理
解

の
な

か
で

、
丸

山
が
注
目

し
た

こ
と

は
、
前

近
代

に
お

い
て

す
で

に
近

代
化

が
準
備

さ
れ

て
い

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
こ

の
こ

と
を

儒
教

内
部

に
お

い
て

検
証

し
た

の
が
Ｂ
（

近
代

を
準
備

す
る

思
想

）
で

あ
る

。
封

建
思

想
が

、
時

代
の

な
が

れ
の

な
か

で
近

代
化

を
「
準
備

す
る

前
提
条
件

」
と

し
て
変
質

し
て

く
る

。
儒

教
が

、
時

間
的

前
後

関
係

に
お

い
て

転
換

し
、

儒
教

を
内

部
か

ら
解
体

す
る
力

を
う

み
だ

す
。
 

 
今

日
、
前

近
代

が
闇
黒

社
会
・
停
滞

社
会

で
あ

る
と

す
る

理
解

は
あ

き
ら

か
に
訂
正

す
べ

き
誤

解
で

あ
る

。
こ

の
時

代
が
闇

黒
社

会
で

は
な

か
っ

た
こ

と
は

、
た

と
え

ば
元
禄

文
化
ひ

と
つ

を
と

り
あ
げ

て
も

明
白

で
あ

る
。
文

学
（
西
鶴
・
芭
蕉

な
ど

）
、

演
劇
（
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎

な
ど

）
、
絵
画
・
工

芸
（
琳
派
・
浮

世
絵

な
ど

）・
思

想
、
こ

の
ま

れ
に

み
る

多
様
絢
爛

た
る

文
化

は

い
っ

た
い

ど
の

よ
う

な
社

会
か

ら
生

ま
れ

た
と

理
解

す
べ

き
な

の
か

。
ま

た
同
様

に
停
滞

社
会

と
い

う
理

解
も

あ
り

え
な

い
。

た
と

え
ば
井

原
西
鶴
（

一
六
四

二
―

一
六
九

三
）
が
『

日
本
永

代
蔵

』
に

お
い

て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
表
現

す
る

、
大
坂

の
繁

昌
を

み
れ

ば
あ

き
ら

か
で

あ
る

（
一

―
三
浪
風
静

に
神
通

丸
）
。
東
京

（
江
戸

）
は

す
で

に
人
口
百
万

の
消

費
都
市
だ

っ
た

。

人
口

三
五
万

人
（

一
七
〇

三
年

）
の

大
阪

は
「
天
下

の
台
所

」
で

あ
っ

た
。
元
禄
期

に
は
九
五

も
の
蔵
屋
敷

が
あ

り
、

問
屋

・

仲
買

人
が

あ
つ

ま
る

物
流

の
中
心

で
あ

る
。
こ

う
し

て
近

世
日

本
の

活
発

な
経
済

活
動

は
手

に
と

る
よ

う
に

み
る

こ
と

が
で

き



二 日本儒教の特徴 

41 

(1
1
) 

る
の

で
あ

る
。
 

 
近

世
日

本
は

、
明

治
維
新

以
降

の
近

代
化

に
お

い
て
否

定
さ

れ
る

。
こ

の
こ

と
の

意
味

は
、
明

治
政
府
（

近
代

日
本

）
が
徳

川
幕
藩
体

制
（

近
世

日
本

）
を
否

定
し

て
成
立

す
る

と
い

う
こ

と
に
ほ

か
な

ら
な

い
。
こ

の
「
否

定
」
は

、
歴

史
的

な
事

実
と

し
て

そ
う

で
あ

っ
た

が
、

こ
れ

を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
し

て
繰

り
か

え
し
確
認

す
る

こ
と

が
体

制
を
維
持

す
る

こ
と

で
あ

っ
た

。

こ
う

し
て

近
代

化
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
お

い
て

、
近

世
と

近
代

は
断
絶

し
、
近

世
は
闇
黒
・
停
滞

の
か

な
た

に
送

り
こ

ま
れ

る
。
 

 
し

か
し

日
本

社
会

の
近

代
化

と
い

う
こ

と
で

い
え

ば
、
近

世
と

近
代

は
断
絶

す
る

こ
と

な
く
連

続
し

て
い

る
。
そ

の
端

的
な

事
例

と
し

て
、
明

治
維
新
（

一
八
六
八
年

）
の

後
ほ

と
ん

ど
と

き
を

お
か

ず
、
や

つ
ぎ

ば
や

に
近

代
化

政
策

が
実
施

さ
れ

近
代

産
業

が
起

こ
っ

た
と

い
う

こ
と

が
あ

る
。
た

と
え

ば
電
信

開
通
（

一
八
六
九
年

）
、
工

部
省

設
置
（

一
八
七
〇
年

）
、
郵
便

制
度

実
施
・
散
髪
脱
刀
令
（

一
八
七

一
年

）
、
学

制
頒
布
・
鉄

道
開
通
・
富
岡
製
糸
工
場
［
官
営
模
範
工
場

］（
一
八
七

二
年

）
等
々

で
あ

る
。
こ

の
よ

う
に

事
業

の
急

速
な
展

開
が
可
能

で
あ

っ
た

こ
と

は
、
近

世
に

お
い

て
す

で
に

近
代

化
に
む

け
て

の
蓄
積

が

あ
っ

た
と

考
え

る
べ

き
な

の
で

あ
る

。
 

 
よ

う
す

る
に

近
代

化
は

近
世

か
ら

は
じ

ま
っ

て
い

た
。
近

世
の

社
会

制
度

は
、
封

建
社

会
（
身
分

制
度

）
で

あ
っ

て
停
滞

し

て
い

る
よ

う
に

お
も

わ
れ

て
い

る
が

、
実
際

は
そ

の
よ

う
に
単
純

な
も

の
で

は
な

か
っ

た
。
経
済

構
造

は
、
米
遣

い
経
済
（

米

中
心

の
経
済

）
と
貨
幣
経
済

（
市
場
経
済

）
の

二
重

構
造

で
な

り
た

っ
て

お
り

、
し

た
が

っ
て

封
建

社
会

（
身
分

制
度

）
も

、

米
遣

い
経
済

に
武

士
・
農
民
（
「

士
農

」
）
が

く
み

こ
ま

れ
、
市
場
経
済

に
町

人
・
職

人
（
「
工

商
」
）
が

か
か

わ
る

と
い

う
ダ
ブ

ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
も

と
で

実
施

さ
れ

た
。
そ

し
て

近
代

が
選
択

し
た

こ
と

は
、
こ

の
二

重
構

造
を

解
体

し
て
市
場
経
済

に

一
元

化
す

る
こ

と
で

あ
っ

た
。
お

お
き

な
方
向

転
換

で
は

あ
る

が
、
断
絶

で
は

な
い

。
す

で
に

活
溌

で
あ

っ
た
市
場
経
済

が
こ

れ
に

よ
っ

て
さ

ら
に

拡
大

す
る

の
で

あ
る

。
 

 
以
上

、
丸

山
の

問
題

設
定

［
Ｃ
 
時

間
的

前
後

関
係

に
お

け
る

転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る
日

本
儒

教
の

特
徴

］
―

こ
れ

は
近

代
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化
論

と
言

い
換

え
る

こ
と

も
で

き
る

―
を
補

足
し

な
が

ら
そ

の
有
効

性
を

検
討

し
た

。
近

代
化

論
と

い
う

問
題

設
定

は
、
今

日

の
日

本
社

会
を

考
え

る
さ

い
基

本
と

な
る

課
題

で
あ

る
。
こ

れ
を

封
建

思
想

と
さ

れ
る

儒
教

解
釈

の
な

か
に
求
め

る
丸

山
の
方

法
は

き
わ
め

て
巧
妙

で
あ

り
正
鵠

を
え

て
い

る
。
 

 
こ

う
し

て
問

題
設

定
は

妥
当

で
あ

る
が

、
丸

山
の
議

論
そ

の
も

の
に

は
い

く
つ

か
の

問
題

点
が

あ
る

。
以
下
簡
略

に
指
摘

し

て
お

く
。
 

  
①
徂
徠
解
釈
に
お
け
る
丸
山
の
あ
や
ま
り
 

解
釈

の
あ

や
ま

り
の

一
例

。
丸

山
は

、
Ｂ
「
作
為

の
論

理
」
の

聖
人
像

に
お

い
て

、
無

か
ら

制
度

を
作

る
近

代
の
「
主
体

的

人
格

」
を
読

み
込
む

。
し

か
し

こ
の

解
釈

は
、
徂

徠
に

お
い

て
聖

人
は
「
窮

理
」
に

よ
り
「
天
地

」
に
通
暁

し
「

道
」
を

制
作

す
る

と
あ

る
の

で
成
立

し
な

い
（
『
弁
名

』
）
。
 

  
②
徂
徠
の
思
想
の
近
代
性
 

に
も

か
か

わ
ら

ず
徂

徠
の

思
想

の
近

代
性

は
、

丸
山

が
指
摘

す
る

「
作
為

の
論

理
」

以
外

に
お

い
て

も
あ

き
ら

か
で

あ
る

。

以
下
若
干

の
例

を
あ
げ

る
。
 

(1)疑
似
活
物
観
 

道
（

制
度

）
は

、
天
地

自
然

に
あ

る
も

の
で

は
な

く
、
聖

人
が
作
為

し
た

人
工

物
で

あ
る

。
し

か
し

こ
の

人
工

物
は
「
長
養

の
道

」
と
呼

ば
れ

、「
天
地

」
が
万

物
を

成
長
せ

し
め

る
よ

う
に

、
人
々

を
養

い
育

て
る

も
の

で
あ

っ
た
（
『

学
則

』『
太
平
策

』
）
。

こ
れ

は
、
天
地

自
然

の
働

き
は

、
直
接

人
に
作
用

す
る

こ
と

は
な

く
、
道
（

制
度

と
い

う
人
工

物
）
を
介

し
て

間
接

に
人

に
及

ぶ
と

い
う

こ
と

あ
る

。
つ

ま
り

、
人

は
自

然
か

ら
疎

外
さ

れ
た
状
態

に
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
自

然
は

そ
も

そ
も
「

活
物

」
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で
あ

る
。

し
か

し
、

人
が

「
活

物
」

で
あ

る
た
め

に
は

道
（

人
工

物
）

が
存

在
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

の
で

あ
る

。
 

(2)歴
史
意
識
と
文
明
批
判
 

朱
子

学
は

、
自

然
は

そ
の

本
質

（
理

）
に

お
い

て
変

化
し

な
い

と
考

え
る

（
元

亨
利
貞

）
。
天

人
合

一
観

は
、

そ
れ
ゆ

え
人

も
変

化
し

な
い

と
す

る
。

人
の

本
質

（
理

）
も

、
つ
ね

に
か

わ
る

こ
と

は
な

い
（

仁
義

礼
智

）
。
 

徂
徠

は
こ

の
天

人
合

一
観

を
否

定
す

る
。
人

と
自

然
と

の
関

係
が

一
体

で
は

な
く

な
る

と
、
自

然
は

不
変

で
あ

る
か

も
し

れ

な
い

が
、
人

に
と

っ
て

あ
ず

か
り

知
ら
ぬ

不
可

知
な

も
の

と
な

る
。
自

然
の

本
質

は
「

理
」
で

は
な

く
「
神
妙

不
測

」
な

も
の

と
な

る
。

こ
の

時
同

時
に

、
人
為

の
成

果
は

、
「
神
妙

不
測

」
な

自
然

か
ら
分
離

し
て

、
変

化
す

る
「

制
度

」
と

し
て

理
解

さ

れ
る

。
自

然
は
「
神
妙

不
測

」
で

あ
る

が
ゆ

え
に

学
問

の
対
象

と
は

な
り

え
な

い
。
徂

徠
は

、
こ

う
し

て
学

問
の
目

的
は
変

化

す
る
「

歴
史

」
を

研
究

す
る

こ
と

に
あ

る
と

し
た
（
『

徂
徠
先

生
答

問
書

』『
太
平
策

』
）
。
現

在
の

制
度

が
こ

の
よ

う
に

あ
る

の

は
い

か
な

る
由
来

に
よ

る
の

か
。

徂
徠

は
、
現

在
が

ど
の

よ
う

な
時

代
な

の
か

を
考

え
た

。
 

こ
の

歴
史

意
識

は
、
具
体

的
に

は
文

明
批

判
と

し
て
表
現

さ
れ

る
。
徂

徠
は

、
商

品
経
済

が
発
達

し
た
元
禄
期

以
降

の
江
戸

時
代

を
、
「

制
度

」
の

な
い

「
金

」
が
支
配

す
る

社
会

と
し

て
批

判
し

、
幕
府

の
崩
壊

を
も

想
定

す
る
予
言
者

的
な
危
機

意
識

を
い
だ

い
た

（
『

徂
徠
先

生
答

問
書

』
『
太
平
策

』
『

政
談

』
）
。
 

  
③
〈
近
代
化
論
〉
と
日
本
朱
子
学
 

封
建

思
想

と
さ

れ
て

き
た

儒
教

の
な

か
で

近
代

化
を

論
ず

る
丸

山
の
方
法

は
正

し
い

が
、
封

建
思

想
を

た
と

え
ば

仁
斎
・
徂

徠
の

古
学

を
中
心

に
し

て
議

論
す

る
こ

と
に

は
限
界

が
あ

る
。
古

学
の
高
度

に
抽
象

化
さ

れ
た

思
想

の
背
景

に
は

、
江
戸

時
代

の
幕
府
・
藩

の
教
育

政
策

、
藩
校
・
寺

子
屋

な
ど

の
教
育

の
実
態

、
あ

る
い

は
通
俗

道
徳
（
石
門
心

学
な

ど
）
の

は
た

し
た
役

割
な

ど
も

考
え

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
そ

う
す

る
と

古
学

は
近

代
化

の
準
備

を
し

て
い

た
が

、
日

本
朱

子
学

は
そ

れ
に

た
い

す
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る
反
動

と
し

て
し

か
機
能

し
な

か
っ

た
と

い
う

よ
う

な
理

解
は

、
ま

っ
た

く
の

あ
や

ま
り

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

る
。
実
際

、
明

治
維
新

を
推

進
す

る
尊
皇

思
想

を
形

成
し

た
の

は
、
日

本
朱

子
学

の
大
義
名
分

論
・
正

統
論
・
中

国
論

で
あ

っ
た

。
ま

た
こ

の

よ
う

な
顕
著

な
政

治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
構
築

す
る

の
で

は
な

く
て

も
、
近

世
の
初
等

中
等

教
育

を
広

く
推

進
す

る
う

え
で

朱

子
学

は
き

わ
め

て
重
要

な
意

味
を

も
っ

て
い

た
。
 

た
と

え
ば
岡

山
藩

は
、
一
六
四

一
年
花
畠

教
場
（
藩
校

）
を
創

建
し

、
一
六
六
八
年
閑
谷

学
校
（
郷
校

）
を

設
立

す
る

。
こ

れ
を
嚆
矢

と
し

て
、
各
藩

は
藩

士
の

教
育
機

関
と

し
て
藩
校

を
設
立

し
、
一
八

世
紀

後
半

か
ら

そ
の
最
盛
期

を
む

か
え

る
。
そ

の
結

果
、
藩
校

の
数

は
廃
藩

ま
で

に
は

二
百
五
十
校

以
上

に
な

る
。
ま

た
こ

の
教
育
熱

は
同

時
に

、
庶
民

の
あ

い
だ

に
も
ひ
ろ

ま
り
各
村

に
寺

子
屋

が
生

ま
れ

る
。
そ

の
膨

大
な
数

は
、
一
万
余

と
も

い
う

が
、
実
態

は
六
万

以
上

存
在

し
た

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
こ

れ
は
藩
校

の
教
育
熱

が
庶
民

の
教
育
熱

に
な

っ
た

と
い

う
の

で
は

な
い

。
社

会
全
体

が
こ

の
よ

う
な

教
育

を
求
め

て

い
た

の
で

あ
る

。
 

こ
れ

ら
藩
校
・
寺

子
屋

が
、
ま

ず
重
視

し
た

の
は

し
つ

け
や

礼
儀
作
法

で
あ

る
。
そ

の
う

え
で
読

み
書

き
十
露
盤

を
教

え
た

。

知
識

の
前
提

に
身
体

的
な

教
育

が
あ

っ
た

。
こ

の
こ

と
を

理
論

に
お

い
て
支

え
る

の
が

朱
子

学
で

あ
っ

た
。
朱

子
（

一
一

三
〇

―
一

二
〇
〇

）
は

、
『

大
学
章
句

』
に

お
い

て
こ

う
説

明
を

す
る

。
古

代
の

中
国

に
お

い
て

学
校

が
整
備

さ
れ

る
。

人
は
八
歳

に
な

る
と
「
小

学
」
に

入
っ

て
「
灑
掃

・
応
対

・
進
退

の
節

、
礼

・
楽

・
射

・
御
・
書

・
数

の
文

」
を

習
得

し
、
十
五
歳

に
な

る
と

「
大

学
」

で
「

理
を
窮
め
心

を
正

し
己

を
修
め

人
を

治
む

る
の

道
」

を
学
ぶ

。
「

大
学

」
で

の
「

修
己

治
人

」
の

学
問

が

成
立

す
る

に
は

、
「
小

学
」

に
お

い
て

し
っ

か
り

と
身
体

的
教
育

が
な

さ
れ

て
い

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
考

え
た

。
 

日
本

の
藩
校

と
し

て
よ

く
知

ら
れ

た
会
津
藩
藩
校
・
日
新
館
（

一
八
〇

三
年

開
校

）
で

は
、
藩

士
の

子
弟

は
十
歳

に
な

る
と

ま
ず

「
素
読
所

」
（
小

学
）

に
入
塾

し
、
素
読

・
礼
儀
作
法

・
手

習
い

な
ど
武

士
と

し
て

習
得

す
べ

き
基

本
を

学
習

す
る

。
こ

こ
を
卒
業

す
る

と
、
試
験

で
進
級

し
「
講

釈
所

」
（

大
学

）
に

学
ぶ

が
、

こ
こ

で
は

生
徒

の
自
主

的
な

研
究

や
討

論
が
主

と
な

そ
ろ

ば
ん
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る
。
い

う
ま

で
も

な
く

会
津

の
藩
祖
保

科
正
之
（

一
六

一
一

―
一
六
七

二
）
は

、
ふ

か
く

朱
子

学
に
傾
倒

し
、
山
崎
闇

斎
を
招

聘
し

、
「

会
津
藩
家
訓

」
制

定
（

一
六
六
八
年

）
を

は
じ
め

と
す

る
藩

政
の
基
礎

を
つ

く
っ

た
。
 

藩
校

に
お

け
る

学
問

の
基

本
は

、
江
戸

時
代
全
体

を
と

お
し

て
朱

子
学

に
も

と
め

ら
れ

た
。
阿

部
吉
雄

が
、
藩
校

の
藩

儒
が

ど
の

学
派

の
出
身

で
あ

る
か

を
、
石
川
謙
『

日
本

学
校

史
の

研
究

』
に

よ
り
整

理
し

た
表

が
あ

る
。
以
下

は
、
こ

れ
を

さ
ら

に

単
純

化
し

た
も

の
で

あ
る

。
な

お
朱

子
学
派

と
は

、
闇

斎
派

以
外

の
林
門

、
昌
平
校

な
ど

の
出
身

を
さ

す
。
折
衷
派

に
つ

い
て

は
省
略

し
た

。
 

 ［
享
保

一
七

一
六

―
天

明
一
七
八

一
期

］
 

二
七

三
名

（
朱

子
学
派

、
闇

斎
派

）
。

一
六
七
名

（
徂

徠
派

、
仁

斎
派

）
。
 

［
寛

政
一
七
八
九

―
文

政
一
八

一
八
期

］
 

三
六
〇
名

（
朱

子
学
派

、
闇

斎
派

）
。
六
六
名

（
徂

徠
派

、
仁

斎
派

）
。
 

［
天
保

一
八

三
〇

―
慶
応

一
八
六
五
期

］
 
四
八
七
名

（
朱

子
学
派

、
闇

斎
派

）
。

一
七
名

（
徂

徠
派

、
仁

斎
派

）
。
 

 こ
の
数
字

は
、
藩
校

に
お

い
て

い
か

に
朱

子
学
派
・
闇

斎
派

が
求
め

ら
れ

て
い

た
か

を
示

し
て

い
る

。
古

学
は
十
八

世
紀

の

一
時
期
盛
ん

で
あ

っ
た

が
、
幕
末

に
な

る
ほ

ど
朱

子
学
派
・
闇

斎
派

が
重
視

さ
れ

る
。
こ

れ
が

意
味

す
る

こ
と

は
、
当

時
の
市

場
経
済

の
発
展

に
と

も
な

い
、
都
市

で
あ

れ
農
村

で
あ

れ
実
利

的
な
読

み
書

き
の
能
力
（
リ
テ
ラ
シ
ー

）
が
必
要

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
古

学
に

は
、
儒

教
に

た
い

す
る

原
理

的
考
察

は
あ

っ
て

も
、
初
等

中
等

教
育

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
な

い
。
朱

子
学

に
は

、
知

識
を

学
ぶ

以
前

の
身
体

的
教
育

に
た

い
す

る
配
慮

が
あ

り
、
こ

こ
に
「

人
倫

」
の

観
念

が
組

み
こ

ま
れ

て
い

た
。

た
と

え
ば

、
闇

斎
は
「

人
の

一
身

、
五

倫
備

は
る

」
と

い
う

。
人

の
身
体

が
、「
五

倫
」（
父

子
の
親
・
君
臣

の
義
・
夫
婦

の
別

・

長
幼

の
序
・
朋
友

の
信

。
人

間
関

係
の
基

本
）
の
繋

が
り

の
中

に
あ

る
こ

と
を

い
う

。
こ

の
身
体

を
制
御

す
る

も
の

と
し

て
心

の
自

覚
が

あ
っ

た
。
 

か
き

ん
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朱
子

学
が

重
要

な
と

こ
ろ

は
、

近
世

日
本

の
初
等

中
等

教
育

を
推

進
す

る
う

え
で

、
読

み
書

き
の
能
力

と
同

時
に

「
人

倫
」

の
観
念

（
家

族
に

お
け

る
孝

、
社

会
に

お
け

る
忠

な
ど

）
を

教
授

し
た

こ
と

で
あ

る
。
 

  
［
Ⅱ
相
良
の
問
題
設
定
逶
空
間
的
内
外
関
係
に
お
け
る
転
換
か
ら
理
解
さ
れ
る
日
本
儒
教
の
特
徴
］
 

（
表
５

）
 

(ⅱ) Ａ
 
（

外
部

か
ら

の
外
来

思
想

）
→
Ｂ

 
（

伝
統

思
想

に
よ

る
内

部
へ

の
受
容

）
 

Ｃ
 
空

間
的

内
外

関
係

に
お

け
る

転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る
日

本
儒

教
の

特
徴

 

  
儒

教
は

、
上
述

(ⅰ)で
は

時
間

的
前

後
関

係
に

お
い

て
近

代
化

を
促

進
し

た
思

想
と

し
て

論
じ

ら
れ

る
。
し

か
し

こ
こ

で
は

(ⅱ)

近
代

化
に

た
い

し
て

伝
統

思
想

と
し

て
機
能

す
る

儒
教

の
側
面

が
評
価

さ
れ

る
。

(ⅰ)の
儒

教
は

、
時

間
的

に
変

化
す

る
社

会

を
さ

さ
え

る
思

想
で

あ
る

。

(ⅱ)の
儒

教
は

、
変

化
す

る
社

会
に

お
い

て
変

化
す

る
こ

と
の

な
い

思
想

で
あ

る
。

相
良

は
、

こ

の

(ⅱ)に
つ

い
て

（
表
３

）
の
Ａ

外
来

思
想

で
あ

る
中

国
儒

教
・

朱
子

学
と
Ｂ

日
本

思
想

と
し

て
定
着

し
た

日
本

儒
教

・
古

学

と
の
対

比
で

論
ず

る
。
 

 
こ

の
問

題
設

定
［
Ｃ
 
空

間
的

内
外

関
係

に
お

け
る

転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る
日

本
儒

教
の

特
徴

］
の
有
効

性
を

検
討

す
る

と
、

こ
こ

に
は
異
質

な
観

点
が
複
合

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
ま

ず
〈

比
較

思
想

的
観

点
〉
に

お
い

て
外
来

思
想

と
伝

統
思

想
が

比
較

さ
れ

る
。
こ

れ
は

事
実

の
検
証

で
あ

る
。
つ
ぎ

に
〈

倫
理

学
・
倫

理
思

想
史

的
観

点
〉
に

お
い

て
伝

統
思

想
が

思
想

と
し

て
普
遍

的
な
正

当
性

を
持

ち
う

る
か

ど
う

か
が

検
討

さ
れ

る
。
相

良
は

、〈
比

較
思

想
的

観
点

〉
に

お
い

て
、
Ａ

朱
子

学
が
「
敬

中
心

の
儒

学
」
で

あ
る

の
に

た
い

し
て
Ｂ

仁
斎

学
が
「
誠

中
心

の
儒

学
」
で

あ
る

と
論

じ
る

。
つ
ぎ

に
〈

倫
理

学
・
倫

理
思

想

史
的

観
点

〉
に

お
い

て
、
「
誠

」
の

思
想

を
支

え
る

日
本

人
の

伝
統

的
倫

理
観

を
問

題
に

す
る

。
 



二 日本儒教の特徴 

47 

 
こ

の
問

題
設

定
は

妥
当

で
あ

る
が

、
相

良
の
議

論
に

は
な

お
検

討
す

べ
き

課
題

が
あ

る
。

以
下
簡
略

に
指
摘

す
る

。
 

  
①
〈
比
較
思
想
的
観
点
〉
か
ら
の
儒
教
理
解
と
検
討
す
べ
き
課
題
 

 
相

良
は

、（
表
３

）
に

お
い

て
、
Ａ

朱
子

学
が
「
敬

中
心

の
儒

学
」
で

あ
る

の
に

た
い

し
て
Ｂ

仁
斎

学
が
「
誠

中
心

の
儒

学
」

で
あ

る
こ

と
を

論
じ

る
。
 

 
こ

こ
で

は
、
中

国
儒

教
・
朱

子
学

と
日

本
朱

子
学
（
羅

山
・
闇

斎
な

ど
）
は
同

じ
も

の
だ

と
考

え
ら

れ
て

い
る

。
日

本
朱

子

学
が

中
国

朱
子

学
の
完
全

な
模
倣

で
あ

る
と

い
う

こ
と

は
、
闇

斎
自
身

が
つ

よ
く

意
図

し
た

と
こ
ろ

で
あ

る
。
闇

斎
は

、
『

論

語
』
述
而

に
「

子
曰

、
述
而

不
作

、
信
而
好

古
」
と

あ
る

儒
教

の
学

問
姿
勢

に
し

た
が

い
、
朱

子
の
忠

実
な
祖
述
者

で
あ
ろ

う

と
し

た
。
 

 
で

あ
れ

ば
、
闇

斎
の

学
問

は
ま

っ
た

く
朱

子
学

と
同

じ
も

の
で

あ
り

、
そ

こ
に
闇

斎
独

自
の

も
の

は
な

い
は

ず
で

あ
る

が
、

と
こ
ろ

が
実
際

は
そ

う
で

は
な

か
っ

た
。
闇

斎
の
用

い
る
言
葉

は
す

べ
て

朱
子

学
の
用
語

で
あ

る
。
し

か
し

、
そ

こ
に
示

さ
れ

た
思

想
内
容

は
ま

っ
た

く
こ

と
な

っ
て

い
た

。
日

本
人

は
外
来

思
想

を
受

け
い

れ
る
場
合

、
忠

実
に
模
倣

し
よ

う
と

し
な

が
ら

無
意

識
の

う
ち

に
変
容

し
て

理
解

し
て

い
た

。
こ

の
こ

と
は

思
想

は
、
植
民
地

で
あ

る
と

か
思

想
を
強

制
す

る
理
由
（

中
華

思

想
・
冊

封
体

制
）

が
な

い
か
ぎ

り
、

そ
れ
ぞ

れ
の

社
会

構
造

に
対
応

し
て

独
自

に
形

成
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
 

 
こ

の
よ

う
に

相
良

の
議

論
を

、
（
表
３

）
で

は
な

く
（
表
４

）
に

お
い

て
考

え
る

と
、
Ａ

（
朱

子
学

）
→
Ｂ

（
古

学
）

の
展

開
は

、

b1（
日

本
朱

子
学

）
→

b2（
古

学
）

と
な

る
の

か
、
Ａ

（
も

と
も

と
の

）
中

国
儒

教
＝

朱
子

学
→
Ｂ

（
あ

た
ら

し
く

う
ま

れ
た

）
日

本
儒

教
と

な
る

の
か

、
き

わ
め

て
曖
昧

な
部
分

が
残

る
こ

と
に

な
る

。
 

 
こ

の
問

題
は

、
い

う
ま

で
も

な
く
同
様

に
丸

山
の

儒
教

解
釈

に
も

あ
て

は
ま

る
。

た
と

え
ば
上
述

［
Ⅰ

丸
山

の
問

題
設

定
］

②

(2)「
歴

史
意

識
と

文
明

批
判

」
で

、
朱

子
学

の
存

在
論

の
根
底

を
天

人
合

一
観

と
し

た
が

、
日

本
朱

子
学

の
「
天

」
理

解
は
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お
そ

ら
く

観
念

的
抽
象

的
で

あ
る

。
そ

の
受
容

は
、
中

国
人

の
実
際

の
具
体

的
生

活
と

は
無
縁

な
書

物
よ

る
ブ
ッ
キ
ッ
シ
ュ

な

も
の

で
あ

る
。
し

か
し

、
こ

の
よ

う
な

受
容

が
あ

や
ま

り
で

あ
っ

た
わ

け
で

は
な

い
。
日

本
朱

子
学

は
、
時

代
の
必

然
に

よ
り

受
容

さ
れ

、
上
述

［
Ⅰ

丸
山

の
問

題
設

定
］

③
「
〈

近
代

化
論

〉
と

日
本

朱
子

学
」

で
指
摘

し
た

よ
う

に
、

た
ん

な
る

封
建

思

想
と

し
て
反
動

的
に

は
た

ら
く

の
で

は
な

く
近

代
化

を
進
め

る
基
礎

を
形

成
し

た
と

考
え

る
べ

き
な

の
で

あ
る

。
し

か
し

、
丸

山
の

朱
子

学
理

解
か

ら
は

こ
の

よ
う

な
解

釈
は

で
て

こ
な

い
。
丸

山
は

、
日

本
朱

子
学

を
（
表
３

）
Ａ
（

朱
子

学
）
→
Ｂ
（

古

学
）

で
理

解
し

、
シ
ナ
帝

国
の

特
性

で
あ

る
「
持

続
の
帝

国
（
E
in
 R
e
ich

 d
e
r D

a
u
e
r ）
」
（
ヘ
ー
ゲ
ル

）
を

日
本

朱
子

学
に

か
さ
ね

あ
わ
せ

た
。
 

 
こ

の
比

較
思

想
的

問
題

は
、
以

前
か

ら
繰

り
か

え
し
指
摘

さ
れ

て
い

た
。
は

や
く

か
ら
津
田
左
右
吉
（

一
八
七

三
―

一
九
六

一
）
は

、
日

本
と

中
国

と
で

は
家

族
制
度
・
社

会
組
織
・
政

治
形
態

が
ま

っ
た

く
こ

と
な

る
こ

と
か

ら
、
と

く
に

儒
教

の
具
体

的
表
現

で
あ

る
「

礼
」

が
日

本
に

お
い

て
実

践
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
え

な
か

っ
た

と
い

い
（
『

儒
教

の
実

践
道
徳

』
）
、

近
年

で

は
溝
口
雄

三
が

、
中

国
で
「

朱
子

学
」
や
「
陽

明
学

」
と

い
わ

れ
る

思
想

そ
の

も
の

は
、
ど

の
よ

う
な

か
た

ち
で

あ
れ

日
本

に

は
受
容

さ
れ

な
か

っ
た

と
す

る
（
「

中
国

思
想

の
受
容

に
つ

い
て

」
）
。
 

 
と

は
い

え
一
方

で
、
加
地
伸
行

の
よ

う
に

、
「

孝
」

と
り

わ
け
祖
先
崇
拝

を
中
心

と
し

て
歴

史
的

・
宗

教
的

に
一
体

化
さ

れ

た
文

化
を

、
東
ア
ジ
ア

の
「

儒
教

文
化
圏

」
と

し
て
再
評
価

す
る
立
場

も
あ

る
。
東
ア
ジ
ア

の
「
血
縁
共
同
体

」
に

、
資

本
主

義
化
・
工
業

化
の

あ
ら

た
な

る
推

進
力

を
期
待

し
、
な

お
か

つ
西
洋

近
代

の
閉
塞

し
た
個

人
主
義

あ
る

い
は

近
現

代
日

本
の
混

乱
し

た
社

会
的
規
範

意
識

を
打
破

す
る
可
能

性
を

も
と
め

て
い

る
の

で
あ
ろ

う
。
 

 
（
表
４

）
に

お
け

る
Ａ

（
も

と
も

と
の

）
中

国
儒

教
→
Ｂ

（
あ

た
ら

し
く

う
ま

れ
た

）
日

本
儒

教
と

い
う
展

開
に

お
い

て
、

相
良
・
丸

山
は

、
朱

子
学

に
関

し
て

は
Ａ

と
Ｂ

と
に
差
異

は
な

い
と

す
る

。
こ

れ
は
井
上
哲
次
郎

以
来

の
日

本
思

想
・
日

本
漢

学
の
基

本
的

な
立
場

で
あ

る
。
し

か
し
Ａ

と
Ｂ

と
を

さ
ら

に
積
極

的
に

一
般

化
し

て
同

一
の

も
の

と
す

る
と

、
加
地

の
提
唱

す
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る
東
ア
ジ
ア

「
儒

教
文

化
圏

」
に

な
る

。
「

孝
」

を
普
遍

的
な

思
想

と
す

る
、

日
本
漢

学
の

進
化

形
で

あ
る

。
 

 
し

か
し
津
田
・
溝
口

は
、
朱

子
学
だ

け
で

は
な

い
一
般

論
と

し
て
（
表
４

）
の
Ａ

と
Ｂ

と
は
異
質

で
あ

る
と

す
る

。
津
田

は
、

そ
の
異
質

で
あ

る
原
因

を
社

会
構

造
（
家

族
制
度
・
社

会
組
織
・
政

治
形
態

）
に

あ
る

と
説

明
す

る
。
そ

れ
ぞ

れ
の

思
想

に
は

そ
れ
ぞ

れ
の

社
会

構
造

が
対
応

す
る

。
社

会
構

造
が

こ
と

な
れ

ば
、
こ

と
な

る
思

想
が

受
容

さ
れ

る
。
溝
口

は
、
異
質

で
あ

る

こ
と

を
思

想
の
優
劣

と
し

て
解

釈
す

る
。
日

本
社

会
は

、
同
質

的
で
排
他

的
な
親
和

性
が

あ
る

。
一
方

、
中

国
社

会
は
流
動

的

で
あ

る
ゆ

え
に

、
よ

り
普
遍

的
な

理
念

や
規
範

が
必
要

に
な

る
と
説

明
す

る
。
 

 
し

か
し
溝
口

が
い

う
中

国
思

想
の
普
遍

性
は

、
根
拠

の
な

い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

で
あ

る
。
す

く
な

く
と

も
流
動

性
と
普
遍

性
は

同
義

で
は

な
い

。
中

国
思

想
に

お
け

る
、
天
・
天
命

、
公
平
無
私

あ
る

い
は

理
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

観
念

に
つ

い
て

は
、
空
虚

な

た
て

ま
え

で
は

な
く
普
遍

的
原

理
と

し
て
機
能

し
た

か
ど

う
か
厳
密

に
検
証

す
る
必
要

が
あ

る
。
 

 
思

想
の

一
般

的
な

理
解

と
し

て
津
田

の
方
法

は
わ

か
り

や
す

い
。
思

想
と

そ
の
背
景

に
あ

る
社

会
構

造
と

を
取

り
あ
げ

る
こ

と
で

比
較

思
想

が
可
能

に
な

る
。
思

想
の

ち
が

い
か

ら
社

会
構

造
の

ち
が

い
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。
そ

こ
で

は
じ
め

て
そ

れ
ぞ

れ
の

思
想

が
も

つ
必

然
性

・
普
遍

性
を
議

論
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

 
津
田

の
議

論
は

し
か

し
じ
ゅ

う
ぶ
ん

な
も

の
で

は
な

い
。
津
田

以
外

に
も

、
儒

教
史

を
外
来

思
想

の
受
容

と
定
着

の
過
程

と

す
る
立
場

に
は

、
武

内
義
雄
・
吉
川
幸
次
郎
・
相

良
亨
・
尾
藤
正
英
・
田

原
嗣
郎
・
渡
辺
浩

な
ど

す
で

に
お

お
く

の
研

究
の
蓄

積
が

あ
る

。
ま

た
比

較
思

想
的

観
点

を
ひ
ろ
げ

れ
ば

、
日

本
に

お
け

る
受
容
だ

け
で

な
く

、
朝

鮮
半

島
・
東
南
ア
ジ
ア

に
お

け

る
受
容

と
の

比
較

も
課

題
と

な
る

で
あ
ろ

う
。
し

か
し

な
が

ら
現

在
、
思

想
と

そ
の
背
景

に
あ

る
社

会
構

造
の

研
究

は
、
い

ま

だ
断
片

的
で

あ
り
包
括

的
で

は
な

い
。
理
由

は
い
ろ

い
ろ

考
え

ら
れ

る
が

、
事
態

が
お

そ
ろ

し
く
複
雑

で
整

理
し

き
れ

な
い

と

い
う
だ

け
で

は
な

い
よ

う
で

あ
る

。
 

 
こ

こ
で

は
、

と
り

あ
え

ず
簡
単

な
見
取

り
図
だ

け
を
示

し
て

お
く

。
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「

郡
県

制
」
「

封
建

制
」

と
い

う
言
葉

が
あ

る
。

今
日

歴
史

学
の

学
術
用
語

と
し

て
は

一
般

的
で

は
な

い
が

、
ア
ジ
ア

に
お

け
る
権
力

構
造

を
簡
単

に
比

較
す

る
場
合

に
は

わ
か

り
や

す
い
分
類

で
あ

る
。

封
建

制
と

は
中

国
周

代
の

国
家

組
織

で
あ

る
。

天
子

の
も

と
に

、
世
襲

の
諸
侯

が
土
地

を
領
有

し
、
領

内
の

政
治

の
全
権

を
に
ぎ

る
。
一
方

、
郡

県
制

は
秦

が
採
用

し
た

制
度

で
あ

る
。
中
央
集
権

的
な
地
方

政
治

制
度

で
、
行

政
区
画

と
し

て
郡

の
下

に
県

を
お

き
、
中
央

政
府

か
ら
地
方
官

を
選
任

し
派

遣
す

る
。
 

 
「

郡
県

制
」
「

封
建

制
」

は
、
ほ
ん

ら
い

中
国

の
政

治
制
度

を
解
説

す
る
用
語

で
あ

る
が

、
荻

生
徂

徠
や

山
片
蟠
桃

な
ど
江

戸
時

代
の

儒
者

は
、
当

時
の

日
本

の
政

治
体

制
を
「

封
建

制
」
と

し
中

国
を
「

郡
県

制
」
と

し
、
日

中
比

較
社

会
論

あ
る

い
は

比
較

文
化

論
に
応
用

す
る

。
こ

れ
を
敷
衍

し
て

、
思

想
と

社
会

構
造

の
見
取

り
図

を
つ

く
っ

て
み

た
い

。
 

 

(1)中
国
儒
教
（
思
想
）
―
郡
県
制
（
社
会
構
造
）
 

【
郡
県
制
】
皇
帝
・
・
・
官
僚
（
士
大
夫
・
両
班
）
・
・
・
宗
族
 

 

ａ
 

宗
族
（
社
会
構
造
）
に
お
け
る
「
孝
」
（
思
想
）
 

中
国

社
会

に
は

、
宗

族
と

い
う
強
力

な
家

族
制
度

が
存

在
し

た
。
宗

族
と

は
、
一
般

的
に

は
漢
民

族
に

お
け

る
父
系
単
系
出

自
集
団

を
い

い
、
外
婚

制
（
e
x
o
g
a
m
y
）
を

と
る

。
そ

の
本
質

は
、
一
個

の
祖
先

の
生
命

が
永
遠

に
延
長

拡
大

す
る

と
い

う
思

想
で

あ
る

。
日

本
の
家

に
お

い
て

は
家
業
・
家
名

が
相

続
さ

れ
る

が
、
中

国
の
家

に
お

い
て

は
、
同

一
の
気
（

生
命
体
・
血
筋

）

が
持

続
す

る
。

中
国

社
会

が
、
「
同
姓

不
婚

」
、
「
異
姓

不
養

」
、

夫
婦
別
姓

で
あ

る
の

も
、

こ
の
家

族
制
度

に
理
由

が
あ

る
。
 

 
宗

族
に

お
け

る
徳
目

は
「

孝
」
で

あ
る

。「
孝

」
の

実
践

は
「

礼
」
で

あ
る

。「
礼

」
の
旧
字
「
禮

」
は

、
示
偏

と
豊

の
字

か

ら
な

り
、「
示

」
は
神

を
表

わ
し

、「
豊

」
は
豆
（
高
杯

）
の
上

に
曲
（
供

物
）
を
乗
せ

た
か

た
ち

で
、
こ

の
字

の
最
初

の
意

味
た

か
つ

き
と

う
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が
神

を
祀

る
儀
式

に
あ

る
こ

と
が

わ
か

る
（
武

内
義
雄
「

儒
教

の
精
神

」
）
。「

礼
」
の

本
質

は
、「

孝
」
の

実
践

と
し

て
の
祖
先

祭
祀

で
あ

る
。
「
冠
昏
喪
祭

、
礼
之

大
者

」
と

い
う

が
（
『
小

学
』
程
伊
川

の
語

）
、
冠

・
昏

・
祭

は
、

宗
族

に
た

い
す

る
統
合

儀
礼

で
あ

り
、
喪

は
分
離
儀

礼
で

あ
り

、
宗

族
を
持

続
せ

し
め

る
活
動

が
「

礼
」

に
ほ

か
な

ら
な

い
。

日
本

で
「

礼
」
（

礼
儀

作
法

）
と

い
う
言
葉

は
、
礼
儀
正

し
い

こ
と

さ
ら

に
美

し
い

こ
と

を
意

味
す

る
が

、
ほ
ん

ら
い

は
行
為

に
関

す
る
美

意
識

を
問

題
に

す
る

も
の

で
は

な
い

。
 

 
中

国
社

会
に

お
け

る
基

本
単
位

は
宗

族
で

あ
る

。
な

お
か

つ
宗

族
の

思
想

的
な

意
味

は
、
家
（

宗
族

）
が

国
家

以
上

に
重
要

だ
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
し

た
が

っ
て

こ
の

ま
ま
放
置

す
る

と
、
社

会
は

ば
ら

ば
ら

な
宗

族
の
ア
ナ
ー
キ
ー

な
集
合

に
な

る
ゆ

え
、
宗

族
を
束
ね

る
適
切

な
国
家

組
織

が
必
要

に
な

っ
て

く
る

。
こ

う
し

て
周

代
に

封
建

制
が

で
き

、
秦

代
に
強
固

に
中
央
集

権
化

し
た

郡
県

制
が

で
き

る
。
 

 
こ

の
社

会
構

造
か

ら
対
応

す
る

思
想

が
生

ま
れ

る
。
こ

れ
が

儒
教

で
あ

る
。
宗

族
に

お
け

る
徳
目

は
「

孝
」
で

あ
る

。「
孝

」

の
実

践
は

「
礼

」
で

あ
る

。
儒

教
は

、
こ

れ
ら

の
徳

の
上
位

に
「

仁
」

を
説

く
。
「

孝
弟

」
は

宗
族

内
の
徳
目

で
あ

る
が

、
社

会
全
体

に
関
与

し
安
寧

に
み

ち
び

く
徳
目

で
は

な
い

。
儒

教
は

、
「

孝
弟

」
を
土
台

に
し

て
、

さ
ら

に
宗

族
を

こ
え

る
人

間
関

係
を

問
題

に
す

る
。
そ

の
徳
目

が
「

仁
」
で

あ
る
（
「

孝
弟

な
る
者

は
、
其

れ
仁

を
為

す
の

本
か

」『
論
語

』
学
而

）
。「

仁
」
は

、

人
間

関
係

一
般

の
徳
目

で
あ

り
、

国
家

や
社

会
の

理
念

で
も

あ
る

。
 

 

ｂ
 

科
挙
・
士
大
夫
（
社
会
構
造
）
に
お
け
る
「
聖
人
」
「
修
己
治
人
」
「
仁
」
（
思
想
）
 

郡
県

制
は
基

本
的

に
強
力

な
中
央
集
権

制
を

意
味

す
る

。
皇
帝

が
い

て
、
強

大
な
権
力

で
宗

族
を
束
ね

る
。
宗

族
は

、
国
家

を
も
凌
駕

す
る
強

い
結
束

を
も

つ
。
ゆ

え
に

国
家

は
さ

ら
に
強
力

で
な

く
て

は
な

ら
な

い
。
 

 
で

は
皇
帝

は
い

か
に

し
て

宗
族

を
束
ね

る
の

か
、
こ

こ
で

重
要

に
な

る
の

が
皇
帝

と
宗

族
を
繋
ぐ

部
分

と
し

て
の
官
僚

で
あ



第一部 日本儒教についての研究  

52  

(2
9
) 

(3
0
) 

(3
1
)

(3
2
) 

(2
8
)

る
。
こ

れ
を

士
大

夫
（
郷
伸

）
と

い
い

、
朝

鮮
半

島
で

は
両
班

と
い

う
。
官
僚

に
は

ば
く
だ

い
な
利
権

が
あ

る
。
官
僚

の
総
所

得
の
九
割

以
上

は
ほ
ん

ら
い

の
給
与

以
外

か
ら
得

ら
れ

た
と

い
う

。
し

か
も

、
そ

の
収

入
に

つ
い

て
不
正

な
汚
職

と
思

う
こ

と

も
な

く
当

然
の
所
得

と
考

え
て

い
た

。
 

 
宗

族
は
利
権

に
向

か
っ

て
動

く
。
こ

こ
に

中
央
集
権

が
成
立

す
る

。
こ

う
し

て
皇
帝

の
中
央
集
権

を
実
現

す
る

意
図

と
宗

族

の
利
権

を
求
め

る
意

図
が
ひ

と
つ

に
か

さ
な

り
、

こ
れ

を
調
整

す
る
仕

組
み

と
し

て
科

挙
と

い
う

受
験

制
度

が
活
用

さ
れ

る
。
 

 
科

挙
と

は
官
吏
登
用
試
験

で
あ

る
。
い

わ
ゆ

る
教
育

制
度

で
は

な
い

。
教
育

と
い

う
観

点
は

ま
っ

た
く

な
い

。
宮
崎
市

定
『

科

挙
』
は

、
科

挙
は
身
分

に
か

か
わ

ら
ず
だ

れ
も

が
応
募

で
き

る
民
主

的
で
立
派

な
制
度

で
あ

る
と

い
う

。
し

か
し

実
際

は
官
僚

に
な
ろ

う
と

い
う

よ
う

な
人

間
は

は
じ
め

か
ら
限

ら
れ

た
支
配
階
級

で
し

か
な

い
。
科

挙
が

意
図

す
る

こ
と

は
、
そ

も
そ

も
民

主
的

と
か
平
等

と
か

で
は

あ
り

え
な

い
。
 

 
官
僚
（

士
大

夫
・
両
班

）
を

国
家

に
送

り
込
む
母
胎

は
宗

族
で

あ
る

。
こ

の
て

つ
づ

き
を

い
わ

ば
儀

礼
的

に
実
現

す
る

の
が

科
挙

で
あ

る
。

こ
う

し
て
清

朝
に

お
い

て
は

、
独
裁

制
度

が
極
端

に
発
達

し
た

と
も

い
わ

れ
て

い
る

。
 

 
こ

の
権
力

の
構

造
か

ら
中

国
儒

教
の

本
質

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
つ

ま
り

儒
教

と
は

、
基

本
的

に
こ

の
科

挙
の

た
め

の
学

問
で

あ
り

、
エ
リ
ー
ト
官
僚

と
な

る
た
め

の
学

問
で

あ
っ

た
。
か

つ
て

島
田
虔
次

は
、
適
切

に
も
「
宋

学
と

は
、
士

大
夫

の
学

な
の

で
あ

り
、

士
大

夫
の

思
想

な
の

で
あ

る
」

と
定
義

し
た

（
『

朱
子

学
と
陽

明
学

』
）
。
 

 
朱

子
学

は
、
「

聖
人

学
び

て
至

る
べ

し
」
（
『

近
思
録

』
）

と
い

う
。

学
問

の
目

的
は

、
極
限

的
な
主
体

性
を

も
っ

た
「

聖
人

」

に
な

る
こ

と
で

あ
る

。
『

大
学
章
句

』
は

「
大

学
」

に
お

い
て

は
「

理
を
窮
め
心

を
正

し
己

を
修
め

人
を

治
む

る
の

道
」

を
学

ぶ
と
指
示

す
る

。
自

己
を
完

成
し

（
修

己
）
、

そ
の
主
体

性
を

も
っ

て
人

を
統

治
す

る
（

治
人

）
。

大
学
八
条
目

で
は

、
格

物
・

致
知
・
誠

意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治

国
・
平
天
下

と
い

う
。
修
身

の
の

ち
家
・
国

を
治
め

、
最
終

的
に

は
天
下
（
全

世
界

・

宇
宙

）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る

の
が

「
聖

人
」

で
あ

っ
た

。
 



二 日本儒教の特徴 

53 

(3
3
)

(3
4
) 

(3
5
)

 
中

国
の

儒
者

は
な

に
の

た
め

に
学

問
を

し
た

か
。
「

聖
人

」
に

な
る

た
め

で
あ

る
。
「

修
己

治
人

」
「

仁
」

を
実
現

す
る

、
そ

の
よ

う
な
主
体

性
を

も
っ

た
士

大
夫

に
な

る
た
め

で
あ

る
。
士

大
夫

は
中

国
の
広

大
な
領
域

を
支
配

す
る

。
士

大
夫

は
、
機

構

の
中

の
歯
車

と
し

て
の
官
吏

で
は

な
い

。
人
口

二
十
万

人
を
越

え
る
地
方

政
治

を
主
宰

す
る

存
在

で
あ

る
。
そ

れ
ゆ

え
朱

子
学

に
も

と
め

ら
れ

た
こ

と
は
強
力

な
主
体

性
を
獲
得

す
る

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

 
と

は
い

え
朱

子
学

の
理
念

は
い

く
え

に
も

観
念

的
で

あ
る

。
そ

も
そ

も
「

聖
人

」
の
主
体

性
と

し
て

、
宇
宙

を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す

る
と

い
う

想
定

じ
た

い
が
虚

構
で

あ
る

。
ま

た
「

士
大

夫
」
の
具
体

的
な

政
治

も
、
実
際

は
胥
吏

と
い

う
地
方

の
有
力
者

が
実
行

し
て

い
た

。
こ

う
し

て
「

士
大

夫
」

の
主
体

性
に

実
効

性
は
必
要

な
か

っ
た

。
 

 
こ

の
よ

う
な

観
念

的
で

実
効

性
の

な
い
「
主
体

性
」
か

ら
わ

か
る

こ
と

は
、
強
力

な
中
央
集
権

制
の
現

実
で

あ
る

。
郡

県
制

に
お

い
て

、
中
央

に
お

け
る
皇
帝

の
政

治
と
地
方

あ
る

い
は

社
会
全
体

の
動

き
は
分
離

し
て

い
た

、
政

治
（
支
配
者
層

）
と

社

会
（
被
支
配
者
層

）
と

は
相
互

に
関

係
な

く
動

い
て

い
た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
 

 

(2)日
本
儒
教
（
思
想
）
―
封
建
制
（
社
会
構
造
）
 

【
封
建
制
】
天
皇
・
・
・
幕
府
（
徳
川
将
軍
）
・
・
・
藩
（
大
名
）
・
・
・
武
士
［
士
農
工
商
］
 

 

日
本

の
幕
藩
体

制
は

、
「

封
建

制
」

と
呼

ば
れ

る
ゆ

る
や

か
な
地
方
分
権

制
に

よ
っ

て
成
立

す
る

。
こ

こ
で

は
権
力

の
す

べ

て
が
幕
府

に
集

中
す

る
構

造
に

は
な

っ
て

い
な

い
。
幕
府

に
は

、
将
軍

を
中
心

と
す

る
中
央

の
職

制
（

大
老
・
老

中
・
若
年
寄

な
ど

）
が

あ
る

。
一
方

、
地
方

に
は

二
七
〇
ほ

ど
の
藩

が
あ

る
。
主
要

な
藩

が
、
こ

の
中
央

の
職

制
に

組
み

こ
ま

れ
る

。
ち

な

み
に

こ
の
幕
府

の
上

に
天
皇

が
い

る
が

、
実
質

的
な
権
力

は
ほ

と
ん

ど
な

い
。
 

 
こ

の
「

封
建

制
」
の

特
徴

は
、
政

治
上

の
決

定
が
徳
川
将
軍

の
独
裁

で
な

さ
れ

る
の

で
は

な
く
各
藩

と
の
合
議

が
必
要
だ

っ



第一部 日本儒教についての研究  

54  

(3
6
)

(3
7
)

た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
も

う
ひ

と
つ

重
要

な
こ

と
は

、
こ

の
「

封
建

制
」
が
各
藩

に
自

治
の
権
限

を
認
め

て
い

た
と

い
う

こ

と
で

あ
る

。
結

果
と

し
て

そ
れ
ぞ

れ
の
地
方

に
独

自
の

文
化

が
育

つ
。
現

在
、
日

本
の
各
地

に
し

っ
か

り
と

し
た

文
化

が
残

っ

て
い

る
。

今
日

の
日

本
文

化
の
基
礎

は
、

近
代

の
明

治
政
府

の
政
策

に
よ

る
も

の
で

は
な

く
、
「

封
建

制
」

と
い

う
前

近
代

の

政
治

制
度

に
由
来

す
る

。
 

 

ａ
 

宗
族
が
な
い
社
会
（
社
会
構
造
）
に
お
け
る
「
礼
」
（
思
想
）
 

日
本

に
「

宗
族

」
と

い
う
家

族
制
度

が
な

か
っ

た
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

、
渡
辺
浩

は
つ
ぎ

の
よ

う
に

い
う

。
「

日
本

社
会

に
は

、
か

か
る

族
外
婚

制
の
ル
ー
ル

は
な

い
。
そ

の
よ

う
な
姓

の
観
念

、
家

の
観
念

が
な

い
か

ら
で

あ
る

。
そ

も
そ

も
人
口

の

大
半

を
占
め

る
庶
民

に
は

、
姓

が
な

か
っ

た
」
（
『

近
世

日
本

社
会

と
宋

学
』
）
。
 

 
儒

教
と

い
っ

て
も

、
宗

族
に

よ
っ

て
成
立

す
る

社
会

と
宗

族
の

観
念

が
な

い
社

会
と

で
は

、
そ

の
意

味
す

る
と

こ
ろ

は
こ

と

な
る

。
 

 
儒

教
は

「
仁

」
と

い
う

思
想

を
示

し
、

そ
の
下
位
概
念

に
宗

族
の
徳
目

で
あ

る
「

孝
」
（

礼
）

を
位
置

づ
け

る
。

し
か

し
中

国
儒

教
の

実
際

に
お

い
て

は
、
「

仁
」

と
「

孝
」

と
は
緊
張

関
係

に
あ

り
、
場
合

に
よ

っ
て

は
「

孝
」

が
「

仁
」

以
上

に
重
要

な
も

の
と

な
る

。
一
方

、
日

本
で

は
宗

族
が

な
い
ゆ

え
に

「
仁

」
が

「
孝

」
の
上
位
概
念

で
あ

る
こ

と
に

問
題

は
な

か
っ

た
。

こ
の

関
係

は
、
「

仁
」

の
か

わ
り

に
「
忠

」
を

い
れ

る
と

よ
り

明
瞭

に
な

る
。

日
本

で
は

「
忠

孝
一
致

」
と

考
え

ら
れ

て
い

る

が
、

中
国

で
は

「
忠

孝
」

の
孝

が
第

一
な

の
で

あ
る

。
 

 
「

孝
」
の
基

本
は

、
親

を
生

前
「

礼
」
を

も
っ

て
養

い
、
死
ん
だ

と
き
「

礼
」
を

も
っ

て
葬

り
、
死

後
そ

の
霊

を
「

礼
」
を

も
っ

て
祭

る
こ

と
で

あ
る

（
『

論
語

』
為

政
）
。
「

孝
」

の
実

践
は

「
礼

」
で

あ
る

か
ら

、
祖
先
祭
祀

や
喪

礼
は

宗
族

の
も

っ
と

も
重
要

な
活
動

で
あ

り
、

宗
族

は
祖
先
祭
祀

の
た
め

に
存

在
し

た
。

日
本

儒
教

に
お

い
て

も
「

孝
」
「

礼
」

の
一
般

的
な

観
念



二 日本儒教の特徴 

55 

(3
9
)

(4
0
) 

(3
8
) 

は
理

解
さ

れ
て

い
た

。
「
家

礼
」
（
『

文
公
家

礼
』
）

も
無
視

さ
れ

て
い

た
わ

け
で

は
な

い
。

し
か

し
「

礼
」
（
冠
婚
葬
祭

）
は

実

際
の

と
こ
ろ

日
本

儒
教

の
中
心

課
題

と
は

な
ら

な
か

っ
た

。
宗

族
が

な
く

、
宗
廟
・
家
廟

も
な

く
、
儒
葬

も
お

こ
な

わ
れ

な
い

の
で

あ
る

か
ら

当
然

の
こ

と
で

あ
っ

た
。
日

本
儒

教
の

課
題

は
、
こ

う
し

て
「
四
書
五
経

」
を
講

釈
し
「
五

倫
五
常

」
を

学
習

す
る

こ
と

に
あ

っ
た

。
 

 
日

本
儒

教
に

は
、
宗

族
が

な
い
ゆ

え
に

お
き

た
無
用

な
議

論
が

あ
っ

た
。
儒

教
受
容

の
初
期
段
階

か
ら

、
と

り
わ

け
崎
門

中

心
に

「
異
姓
養

子
（

不
養

）
」
「
同
姓

不
婚

」
の
是
非

を
め
ぐ

り
議

論
が
繰

り
か

え
さ

れ
た

。
宗

族
に

お
い

て
は

「
異
姓
養

子
」

が
祖
先
祭
祀

を
担

当
で

き
な

い
こ

と
は
常

識
で

あ
る

。
し

か
し

、
日

本
社

会
で

は
大
名

か
ら
町

人
ま

で
養

子
縁

組
は
抵
抗

な
く

日
常

的
に

お
こ

な
わ

れ
た

。
「
同
姓

不
婚

」
と

は
宗

族
の
婚
姻

が
外
婚

制
だ

と
い

う
こ

と
で

あ
る

が
、

日
本

社
会

に
は

そ
も

そ

も
姓
（

宗
族

）
の

観
念

が
な

く
、
ほ

と
ん

ど
意

味
の

な
い
議

論
で

あ
っ

た
。
日

本
の

儒
者

は
「

宗
族

」
を
認

識
し

て
い

な
か

っ

た
。
そ

の
こ

と
は

当
然

の
こ

と
で

あ
っ

た
が

、
宗

族
の

前
提

が
な

い
社

会
で

は
、
こ

れ
ら

の
議

論
が

ま
っ

た
く
無

意
味
だ

と
い

う
こ

と
が

わ
か

ら
な

か
っ

た
。
 

 

ｂ
 

科
挙
・
士
大
夫
が
な
い
社
会
（
社
会
構
造
）
に
お
け
る
「
人
倫
」
（
思
想
）
 

中
国

で
は
「

士
大

夫
」
と

い
い

朝
鮮

半
島

で
は
「
両
班

」
と

い
う

。
日

本
で

は
、
こ

れ
に

相
当

す
る

も
の

が
「
武

士
」
で

あ

る
と

お
も

わ
れ

て
い

る
。
武

士
は

、
士
農
工

商
の
最
上
位

に
あ

る
特
権
階
級

で
あ

り
、
士

大
夫
・
両
班

と
同

じ
で

あ
る

と
さ

れ

る
。

し
か

し
、

実
際

は
ま

っ
た

く
こ

と
な

る
。
 

 
江
戸

時
代

の
武

士
は

、
幕
末

で
人
口

比
六
～
七
％
だ

と
い

わ
れ

て
い

る
。

一
方

、
中

国
の

士
大

夫
は

、
清
末

で
人
口

比
〇

・

〇
〇
七
～
〇

・
〇
〇
九

三
％

に
す
ぎ

な
い

。
武

士
と

士
大

夫
と

の
圧
倒

的
な

ち
が

い
が

わ
か

る
。

日
本

の
武

士
の

な
か

に
は

、

傘
は

り
な

ど
内
職

を
す

る
下
級
武

士
も
含

ま
れ

て
い

る
。
士

大
夫
・
両
班

が
内
職

を
す

る
こ

と
は

お
そ

ら
く

な
い

。
武

士
は
純
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粋
な
エ
リ
ー
ト
官
僚
集
団

で
は

な
い

。
武

士
は

士
農
工

商
の
上
位

に
あ

る
が

、
実
際

は
商

人
の
経
済

活
動

に
翻
弄

さ
れ

て
い

る
。

江
戸

時
代

の
武

士
は

今
日

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

と
同

じ
よ

う
な

も
の

で
あ

る
。
 

 
「
武

士
」
と
「

士
大

夫
」
と

の
直
接

の
比

較
は
む

つ
か

し
い

が
、
た

と
え

ば
朝

鮮
半

島
の
「
両
班

」
を
介

在
さ
せ

る
と

わ
か

り
や

す
い

か
も

し
れ

な
い

。
両
班

と
は

、
先
祖
祭
祀

に
つ

と
め
漢
詩

を
つ

く
り

、
労
働

と
は
無
縁

な
閑
逸

な
生

活
を

お
く

る
貴

族
で

あ
る

。
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
『

朝
鮮

の
政

治
社

会
』
は

、
朝

鮮
に

は
中

産
階
級

が
存

在
し

な
い

、
両
班
（
権
利

を
持

つ
支
配
者

）

と
平
民
（
義
務

を
負

わ
さ

れ
る
被
支
配
者

）
の

二
極

社
会

で
あ

る
と

い
う

。
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
『

朝
鮮
紀
行

』
も

、
朝

鮮
に

は
階
級

が
二

つ
し

か
な

い
と

い
う

。
人
口

の
五
分

の
一

が
官
僚
（
両
班

）
に
寄

生
し

、
残

り
の
五
分

の
四

が
下

人
で

あ
る

。
前

者
は
盗
む
者
・
公
認

の
吸
血
鬼

で
あ

り
、
後
者

は
盗

ま
れ

る
者
・
血

を
提
供

す
る
者

で
あ

る
と
説

明
す

る
。
惨
憺

た
る
腐
敗

社

会
で

、
日

本
に

こ
れ

に
対
応

す
る

も
の

は
な

い
。
 

 
日

本
社

会
に

は
「

士
大

夫
」
に

相
当

す
る

も
の

は
存

在
し

な
い

。
そ

も
そ

も
「

士
大

夫
」
を

う
み
だ

す
「

科
挙

」
と

い
う

受

験
制
度

が
な

い
。
日

本
に

お
い

て
朱

子
学

が
受
容

さ
れ

る
が

、
そ

の
意

図
は

、
科

挙
が

な
い
ゆ

え
受
験

に
合
格

す
る

実
益

を
求

め
る

わ
け

で
は

な
い

。
エ
リ
ー
ト
官
僚

に
な

る
わ

け
で

は
な

い
か

ら
、
聖

人
の
「
主
体

性
」
を
獲
得

す
る

と
い

う
学

問
の

理
念

も
な

い
。
 

 
し

か
し

中
国
・
朝

鮮
半

島
に

お
い

て
、「

科
挙

」
と

い
う

受
験

制
度

は
、
中
央
集
権

化
を
維
持

す
る

た
め

の
仕

組
み

で
あ

る
。

儒
教

は
、
権
力

に
対
応

し
、
日

本
の
場
合

よ
り

は
る

か
に

重
要

な
役
割

を
も

っ
て

い
た

。
一
般

に
、
思

想
は
権
力

と
む

す
び

つ

く
と

そ
の
ぶ
ん

自
由

を
う

し
な

い
融
通

の
き

か
な

い
醜
悪

な
も

の
と

な
る

。
中

国
は

、
さ

い
わ

い
な

こ
と

に
朱

子
学
・
陽

明
学

な
ど

き
わ
め

て
完

成
度

の
高

い
学

問
を

う
ん
だ

。
こ

こ
に

は
権
力

に
組

み
込

ま
れ

な
い

思
想

の
す

が
た

が
あ

っ
た

。
 

 
し

か
し

朝
鮮

半
島

で
は

、
思

想
と
権
力

の
一
体

化
は

中
国

以
上

に
機
能

し
、
儒

教
の

な
か

で
も

朱
子

学
し

か
許

さ
な

い
と

い

う
極
端

な
も

の
で

あ
っ

た
。
陽

明
学

も
認
め

な
か

っ
た

。
陽

明
学

は
朱

子
学

の
変

形
に

す
ぎ

な
い

の
だ

が
、

朝
鮮

半
島

で
は

、



二 日本儒教の特徴 

57 

(4
6
)

(4
7
)

(4
8
)

(4
4
)

(4
5
)

こ
れ

を
邪
説

と
し

そ
の

思
想

が
横
行

す
る

中
国

を
ぎ
ゃ

く
に
軽
蔑

し
た

と
い

う
。
ま

た
こ

の
半

島
の

朱
子

学
内

部
で

は
、
両
班

間
の
権
力
闘
争

と
結
び

つ
い

た
瑣
末

な
神

学
論
争

が
繰

り
か

え
さ

れ
、
こ

れ
が
党
争

と
い

う
か

た
ち

で
展

開
し

て
、
政
権
交

代

の
た
び

に
報
復

人
事

が
行

な
わ

れ
る

あ
り

さ
ま

で
あ

っ
た

。
朝

鮮
朱

子
学

に
つ

い
て

も
う
少

し
思

想
そ

の
も

の
を

検
討

す
る
必

要
が

あ
る

の
だ

が
、
李
退
渓
・
李
栗
谷

も
ふ

く
め

て
ほ
ん

と
う

に
思

想
的
価
値

が
あ

る
の

か
ど

う
か
基

本
的

な
疑

問
が

の
こ

る
。
 

 
以
上

、
士

大
夫
・
科

挙
と

い
う

儒
教

の
環
境

を
め
ぐ

っ
て

、
日

本
と

中
国
・
朝

鮮
半

島
と

の
ち

が
い

を
み

て
き

た
。
こ

う
し

て
日

本
儒

教
は

、
お

お
む
ね

政
争

に
巻

き
込

ま
れ

る
こ

と
な

く
柔
軟

な
展

開
を

と
げ

独
自

の
儒

教
文

化
を

つ
く

り
あ
げ

る
。
 

 
た

と
え

ば
朱

子
学

を
ま

な
ぶ

が
朱

子
学

と
こ

と
な

る
日

本
朱

子
学

が
あ

り
、

朱
子

学
を
徹
底

的
に

批
判

す
る

古
学

が
あ

り
、

陽
明

学
の

影
響

を
う

け
た

と
い

わ
れ

る
中
江
藤
樹
・
熊
沢
蕃

山
の

学
問

が
あ

る
等
々

。
学

習
す

る
も

の
も
武

士
だ

け
で

は
な

い
。

農
民
・
町
民

さ
ま

ざ
ま

で
あ

り
、
日

本
朱

子
学

内
部

に
お

い
て

も
、
大
坂

の
懐
徳
堂

の
よ

う
な

商
人

の
儒

教
が

あ
り

、
千
葉

の

上
総

道
学

の
よ

う
な
農
民

の
儒

教
も

あ
っ

た
。
 

 
こ

れ
は

中
国

儒
教

に
は

あ
り

え
な

い
現
象

で
あ

っ
た

。
学

問
に

関
し

て
社

会
が

な
に

を
期
待

す
る

か
と

い
う

こ
と

で
学

問
そ

の
も

の
の
質

が
か

わ
っ

て
く

る
。
儒

教
と

く
に

朱
子

学
は

、
幕
府
権
力

に
む

す
び

つ
き

、
幕
藩
体

制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
し

て

秩
序
維
持

に
重
要

な
役
割

を
は

た
し

た
と

い
う

よ
う

な
、
従
来

よ
く

い
わ

れ
た

解
釈

は
す

で
に
否

定
さ

れ
て

い
る

。
日

本
儒

教

は
多
様

な
展

開
を

と
げ

る
が

、
い

っ
た

い
近

世
社

会
は

儒
教

に
な

に
を
期
待

し
た

の
か

。
 

 
内
藤
湖
南
『
清

朝
史
通

論
』
は

、
日

本
の

学
者

と
中

国
の

学
問

を
比

較
し

、
中

国
の
「
頑
固

な
固
有

の
文

明
」
で

は
、
学

問

は
「
君
主
或

は
貴

族
と

い
ふ

や
う

な
、

さ
う

い
ふ
上
流

の
人

が
専
有

し
て
居

る
」

と
い

う
。

一
方

、
「

日
本

で
は

学
者

な
ど

と

い
ふ

も
の

は
金
持

で
も

な
に

で
も

な
い

、
多

く
は
貧
乏

人
が

一
生
懸
命

に
な

つ
て

学
問

を
や

る
の

で
あ

り
ま

す
」
と

い
う

。
科

挙
の

あ
る

中
国

で
は
民

間
に

学
問

は
な

い
。
民

間
で

は
学

問
を

か
え

っ
て
め
ん

ど
う

な
も

の
不
必
要

な
も

の
と

考
え

て
い

た
。

し
か

し
日

本
の

学
問

は
地
方

の
藩

や
民

間
か

ら
お

こ
る

。
湖
南

の
い

う
よ

う
に

、
貧
乏

人
が

学
問

を
や

っ
て

い
た

の
で

あ
る

。
 



第一部 日本儒教についての研究  

58  

(4
9
) 

 
す

で
に
上
述

［
Ⅰ

丸
山

の
問

題
設

定
］

③
「
〈

近
代

化
論

〉
と

日
本

朱
子

学
」

で
も

み
た

が
、

日
本

儒
教

の
具
体

的
機
能

は

多
様

で
あ

る
。

儒
者

の
形
態

も
、
「

士
大

夫
」

の
よ

う
な
単

一
の

か
た

ち
で

は
な

く
、
複
雑
曖
昧

か
つ
零
細

で
あ

る
。

た
と

え

ば
、

ⅰ 
藩
校

・
寺

子
屋

な
ど
初
等

中
等

教
育

の
場

に
お

け
る
指
導
者

、

ⅱ 
大
名

・
藩

士
の

学
習

会
に

お
け

る
講
師

・
家
庭

教
師

、
ⅲ 

私
塾

の
指
導
者

、

ⅳ 
四
書
五
経

な
ど

の
研

究
会

に
お

け
る
参
加
者

・
指
導
者

な
ど

。
 

 
日

本
儒

教
の
主
要

な
機
能

に
ま

ず
初
等

中
等

教
育

の
推

進
が

あ
る

。
こ

こ
で

は
た

と
え

ば
素
読
・
手

習
い

な
ど

と
い

う
か

た

ち
で

実
利

的
な
読

み
書

き
の
能
力

を
教

え
る

と
同

時
に

、
社

会
（

人
間

関
係

）
に

生
き

る
う

え
で
必
要

な
道
徳
（

仁
義
・
忠

孝

な
ど

）
を
示

し
た

。
 

 
「

人
倫

」
（
五

倫
五
常

）
と

い
う

観
念

は
、
江
戸

時
代

に
あ

た
ら

し
く
求
め

ら
れ

た
思

想
で

あ
っ

た
。
十
七

世
紀

に
成
立

し

た
徳
川
幕
藩
体

制
は

、
中

世
前
期

の
権
門

と
よ

ば
れ

る
相
互

に
独
立

し
た
複
数

の
権
力
（
公
家
・
武
家
・
寺

社
）
が

、
後
期

以

降
徐
々

に
武
家

中
心

の
方
向

で
統

一
さ

れ
る
最
終

形
態

と
し

て
の

政
治
体

制
で

あ
っ

た
。
統

一
政
権

の
成
立

は
、
権
力

の
構

造

が
変

化
し

た
だ

け
で

は
な

か
っ

た
。
社

会
全
体

が
あ

た
ら

し
い

も
の

に
変
質

し
て

い
た

。
中

世
社

会
に

お
け

る
個
々

の
排
他

的

な
共
同
体
（
荘
園

制
）
は
融
合
・
拡

大
し

、
一

つ
の
均
質

な
社

会
に

ま
と

ま
ろ

う
と

し
て

い
た

。
近

世
の
「

人
倫

」
と

い
う

観

念
は

こ
こ

に
成
立

す
る

。
 

 
そ

の
意

味
で

「
人

倫
は
皆

真
な

り
」
（

人
間

関
係

に
こ

そ
真

理
が

あ
る

）
と

い
っ

た
藤

原
惺
窩

は
あ

た
ら

し
い

時
代

の
思

想

家
で

あ
っ

た
。
「

人
倫

」
を

あ
き

ら
か

に
す

る
こ

と
は

日
本

儒
教

の
中
心

課
題

で
あ

っ
た

。
日

本
朱

子
学

も
古

学
も

「
人

倫
」

を
い

か
に

理
解

す
べ

き
か

を
か
ん

が
え

た
。

こ
の

よ
う

に
し

て
初
等

中
等

教
育

に
お

い
て

道
徳

が
教

え
ら

れ
る

こ
と

に
な

る
。
 

 
「

学
校

は
人

道
を

教
る
所
也

。
治

国
・
平
天
下

は
、
心

を
正

し
く

す
る

を
本

と
す

。
是

政
の
第

一
な

り
」
（
熊
沢
蕃

山
『

大

学
或

問
』
）
。
蕃

山
の

思
想

は
、
自

然
を
育

て
る

こ
と
（
田

の
管

理
＝

治
山
・
治
水

）
と

人
を
育

て
る

こ
と
（

教
育

）
に

あ
っ

た
。

そ
の
「

人
道

」
を

教
え

る
所

が
「

学
校

」
で

あ
っ

た
。
国
家

に
資

す
る
（

治
国

）
人

材
は

教
育
（

修
身

）
に

よ
る

。
教
育

制
度
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（
藩
校

）
が

意
図

す
る

こ
と

は
、
人

材
育

成
に

よ
る
藩

政
の

充
実

で
あ

っ
た

。
藩
校

は
こ

う
し

て
十
八

世
紀

後
半

に
そ

の
設
立

の
最
盛
期

を
む

か
え

る
。
 

  
②
〈
倫
理
学
・
倫
理
思
想
史
的
観
点
〉
か
ら
の
儒
教
理
解
と
検
討
す
べ
き
課
題
 

 
相

良
は

、
仁

斎
の

思
想
（
忠
信
＝
誠

）
か

ら
日

本
人

の
伝

統
的

倫
理

観
を

問
題

に
し

、
そ

の
「
主

観
的
心

情
の
純
粋

性
」
が

「
倫

理
の
客

観
的

・
法
則

的
把
握

」
と
齟
齬

す
る
可
能

性
を
指
摘

す
る

。
相

良
の

研
究
姿
勢

は
、
〈

倫
理

思
想

〉
の

研
究

が
、

た
と

え
ば

日
本

を
対
象

に
す

る
場
合

に
お

い
て

も
日

本
と

い
う

特
殊

性
に

と
ど

ま
る

も
の

で
は

な
く

、
同

時
に
普
遍

的
な

も
の

を
求
め

て
、
研

究
者

自
身

の
〈

倫
理

学
〉
の

形
成

に
結
び

つ
い

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
こ

う
し

て
仁

斎
の

研
究

は
、
〈

倫
理

思
想

〉
で

あ
り

〈
倫

理
学

〉
で

あ
る

と
い

う
こ

と
に

な
る

。
 

 
相

良
は

「
日

本
倫

理
思

想
史

研
究

の
意
義

」
に

つ
ぎ

の
よ

う
に

い
う

。
 

 

普
遍

的
な

真
実

は
、

ま
ず

自
己

自
身

と
の
対
決

を
ふ

ま
え

て
、

自
己

を
こ

え
る

も
の

と
し

て
追

究
さ

れ
な

く
て

は
な

ら

な
い

。
無

国
籍

の
思
索

は
死
ん

で
い

る
。

や
が

て
霧
散

す
る
虚
飾

に
す
ぎ

な
い

。
私

は
ま

ず
こ

の
よ

う
な

観
点

か
ら

日

本
倫

理
思

想
史

研
究
へ

の
関
心

を
位
置

づ
け

て
い

る
。

そ
れ

は
、

外
国

人
が

日
本

の
思

想
を

問
題

に
す

る
の

と
は

意
味

が
ち

が
う

。
わ

れ
わ

れ
に

と
っ

て
は

自
己

自
身

と
の
対
決

で
あ

る
。
 

  
相

良
は

「
無

国
籍

の
思
索

」
を

批
判

す
る

。
こ

れ
は

た
と

え
ば
哲

学
・

倫
理

学
の

研
究

を
、
西
洋

思
想

の
た
ん

な
る
翻
訳

・

紹
介

と
考

え
る

よ
う

な
姿
勢

を
指

す
。
海

外
の
新

し
い

思
想

を
研

究
す

る
こ

と
は

い
う

ま
で

も
な

く
重
要

で
あ

る
。
し

か
し

こ

こ
で

問
題

と
さ

れ
る

こ
と

は
、
わ

れ
わ

れ
の
体

内
に
流

れ
る
過
去

か
ら

の
制
約

で
あ

る
。
頭

で
は

わ
か

る
が
身
体

が
い

う
こ

と

(5
0
)
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を
き

か
な

い
と

い
う
類

の
無

意
識

の
伝

統
で

あ
る

。
日

本
人

に
よ

る
「

日
本

倫
理

思
想

史
研

究
」
は

、
こ

の
こ

と
を

問
題

に
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
い

う
。
自

己
の

中
に

あ
る

特
殊

性
を
認

識
し

、
同

時
に
普
遍

を
求
め

て
た
ん

な
る

特
殊

を
超

え
な

く
て

は
な

ら
な

い
。
「

自
己

自
身

と
の
対
決

」
と

は
、

こ
う

し
て

特
殊

性
と

の
対
決

で
あ

っ
た

。
 

 
相

良
が

こ
こ

で
強
調

す
る

こ
と

は
じ

つ
は

、
そ

の
師

で
あ

る
和
辻
哲
郎
（

一
八
八
九

―
一
九
六
〇

）
が

す
で

に
問

題
に

し
て

い
る

こ
と

で
も

あ
っ

た
。
和
辻

は
、
昭
和

二
七
（

一
九
五

二
）
年
「

日
本

社
会

の
倫

理
」
と

い
う

論
文

を
書

く
。
こ

れ
は

こ
の

年
に
出
版

さ
れ

た
『

日
本

倫
理

思
想

史
』
の
要

点
を
簡
潔

に
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。
こ

こ
に

お
い

て
つ
ぎ

の
よ

う
に
述

べ
る

。
 

 

倫
理

と
は

人
間

存
在

の
理
法

で
あ

る
、

と
わ

た
く

し
は

考
え

る
。
従

っ
て

倫
理

は
人

間
存

在
に
普
遍

的
で

あ
っ

て
、

特

に
日

本
社

会
の

倫
理

と
し

て
限

定
さ

れ
る

べ
き

も
の

で
は

な
い

。
わ

れ
わ

れ
が

こ
の

日
本

の
社

会
に

お
い

て
実
現

し
て

行
く

べ
き

倫
理

は
、

わ
れ

わ
れ

の
把
握

し
得

る
限

り
の
最

も
根

本
的

な
、
従

っ
て
普
遍

的
な

人
間

の
道

で
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

も
し

そ
れ

を
妨
げ

る
よ

う
な

特
殊

な
条
件

が
日

本
の

社
会

に
あ

る
と

す
れ

ば
、

わ
れ

わ
れ

は
そ

の
特
殊

性
を

十
分

に
認

識
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
そ

れ
を
超
克

し
て
行

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。
 

  
相

良
は
「

自
己

自
身

と
の
対
決

を
ふ

ま
え

て
、
自

己
を

こ
え

る
も

の
と

し
て
追

究
さ

れ
な

く
て

は
な

ら
な

い
」
と

い
い

、
和

辻
は
「

特
殊

性
を
十
分

に
認

識
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
そ

れ
を
超
克

し
て
行

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
」
と

い
う

。
両
者

の
主
張

は
、

ま
っ

た
く
同

じ
で

は
な

い
と

し
て

も
関
連

し
重

な
っ

て
い

る
こ

と
は
確

か
で

あ
る

。
 

 
相

良
の

論
文

は
、「

日
本

倫
理

思
想

史
」
を
和
辻

の
定
義

よ
り
踏

み
込
ん

で
捉

え
よ

う
と

し
、「
対
決

」
と

い
う
言
葉

で
研

究

主
体

の
姿
勢

を
明

ら
か

に
す

る
。
こ

こ
に

相
良

が
和
辻

と
は

明
ら

か
に
異

な
る
方
向

に
向

か
お

う
と

し
て

い
た

こ
と

を
読

み
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

問
題

は
、

特
殊

を
ど

う
処

理
す

る
か

と
い

う
微
妙

な
こ

と
に

あ
っ

た
。
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(5
3
)

 
普
遍

は
、
普
遍

の
ま

ま
で

ど
こ

か
に

存
在

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
普
遍

は
、
必

ず
特
殊

と

い
う

か
た

ち
に
現
象

し
て
現

わ
れ

る
。
普
遍

と
特
殊

と
は
別

の
も

の
で

は
な

い
。

し
か

し
、

と
い

っ
て

特
殊

が
つ
ね

に
そ

の
ま

ま
普
遍

で
あ

る
わ

け
で

は
な

い
。

で
は

、
い

か
に

し
て

特
殊

は
普
遍

に
な

る
の

か
。
こ

こ
で

、
和
辻

は
特
殊

の
十
分

な
「
認

識
」
を

問
題

に
し

、
相

良
は

特
殊

と
の
「
対

決
」

を
主
張

す
る

。
 

 
普
遍

と
特
殊

の
問

題
は

、〈
倫

理
学

〉
と
〈

倫
理

思
想

〉
の

定
義

に
関

わ
る

。
和
辻
哲
郎

は
『

日

本
倫

理
思

想
史

』
（
岩
波
書
店

、
一
九
五

二
）

に
お

い
て

、
「

日
本

倫
理

思
想

史
」
「

倫
理

思
想

史
」

と
い

う
学

問
領
域

に
明

解
な

定
義

を
与

え
て

い
る

。
 

 
上
巻

「
緒

論
」

で
和
辻

は
、

①
「

倫
理

」
、

②
「

倫
理

学
」
、

③
「

倫
理

思
想

」
の
語

を
区
別

し

て
い

る
の

で
、

ま
ず

は
じ
め

に
こ

れ
を
表

に
し

て
整

理
し

て
お

く
。
 

 ［
補

足
］
 

①
「

倫
理

」
に

つ
い

て
。
基

本
的

な
意

味
は

つ
ぎ

の
よ

う
に

な
る

。
『

日
本

倫
理

思
想

史
』

で
は

、

「
「

倫
理

」
と

は
、
個

人
に

し
て
同

時
に

社
会

で
あ

る
と

こ
ろ

の
人

間
の

存
在

の
理
法

で
あ

る
」（
緒

論
、
一
頁

）
と

定
義

す
る

。
ま

た
『

倫
理

学
』
で

は
、「

倫
」
は
「

な
か

ま
」
、「

理
」
は
「

こ
と

わ

り
」
「

す
じ

道
」

で
あ

る
と

し
、
「

倫
理

」
と

い
う

こ
と

で
「

人
間

の
共
同

的
存

在
を

そ
れ

と
し

て

あ
ら

し
め

る
と

こ
ろ

の
秩
序

、
道

」
で

あ
る

と
説

明
す

る
。

人
間

は
孤
立

し
て

存
在

す
る

の
で

は

な
く

、
つ
ね

に
何

ら
か

の
集
団

（
人

倫
、

人
間

の
共
同
体

）
を
作

り
人

間
関

係
の

な
か

で
生

活
し

て
い

る
。
「

倫
理

」
と

は
こ

の
集
団

を
集
団

た
ら

し
め

る
構

造
・

理
法

で
あ

る
。
 

 言語化される以前 言語化されたもの 

普遍 ①「倫理」：人間存在の理法 ②「倫理学」：普遍である「倫理」を、学として理

論的に反省したもの 

特殊 特定の社会構造における特

殊の行為の仕方 

③「倫理思想」：「特殊の行為の仕方」を、学と呼ば

れるほど整ってはいないが、ロゴス的に自覚し言

語に表現したもの 
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②
「

倫
理

学
」

に
つ

い
て

。
①

の
「

倫
理

」
が
普
遍

的
な

も
の

で
あ

る
と

い
う

自
覚

に
た

っ
て

な
さ

れ
る

「
理

論
的
反
省

」

「
学

的
探

究
」「

理
性

的
な
根
拠

の
追

究
」
で

あ
る
（
緒

論
、
四
～
五
頁

）
。
た
だ

し
普
遍

的
と

は
い

え
、
実
際

は
ひ

と
に

よ
っ

て
こ

の
普
遍

の
捉

え
方

が
異

な
り

、
た

と
え

ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

倫
理

学
、
カ
ン
ト

倫
理

学
、
和
辻

倫
理

学
と

い
う

よ
う

に
「

倫
理

学
」

の
上

に
人
名

が
つ

く
。
 

③
「

倫
理

思
想

」
に

つ
い

て
。
①

の
普
遍

は
、
普
遍

そ
の

も
の

と
し

て
ど

こ
か

に
存

在
し

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
。
普
遍

は
、

つ
ね

に
必

ず
特
殊

と
い

う
か

た
ち

で
現
象

す
る

。
「
普
遍

的
な

倫
理

」
は

、
「

時
と
処

」
に

よ
っ

て
限

定
さ

れ
て

「
特
殊

」

と
し

て
具
体

化
す

る
。

そ
れ

を
和
辻

は
、
「

倫
理

思
想

と
は

、
人

間
存

在
の

理
法

た
る

倫
理

が
、

そ
の

実
現

の
過
程

た
る

特
定

の
社

会
構

造
を
媒
介

と
し

て
、
そ

こ
に

お
い

て
規

定
せ

ら
れ

る
特
殊

の
行
為

の
仕
方

と
し

て
ロ
ゴ
ス

的
に

自
覚
せ

ら

れ
た

も
の

な
の

で
あ

る
」
（
緒

論
、
四
頁

）
と
表
現

す
る

。
し

た
が

っ
て

こ
の

「
倫

理
思

想
史

」
に

関
し

て
は

、
た

と
え

ば
「

中
世

日
本

倫
理

思
想

史
」
と

い
う

よ
う

に
「

時
」（

古
代
・
中

世
・
近

世
な

ど
）
と
「
処

」（
日

本
・
東
洋
・
西
洋

な

ど
）

の
限

定
が

つ
く

こ
と

に
な

る
。
 

  
和
辻

は
、

日
本

思
想

の
伝

統
に

は
「
厳
密

な
意

味
」

で
の

「
倫

理
学

」
は

な
か

っ
た

と
い

う
（
緒

論
、
六
頁

）
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で

あ
れ

ば
、
倫

理
に

つ
い

て
の

理
論

的
反
省

は
倫

理
学

と
し

て
徹
底

さ
れ

る
。
し

か
し

な
が

ら
、
倫

理
学

の
伝

統
が

あ
る

文

化
が

い
た

る
と

こ
ろ

に
あ

る
わ

け
で

は
な

い
。
た

と
え

ば
も

っ
と

も
古

い
時

代
の

原
始

的
な

社
会

を
考

え
る

と
、
こ

こ
に

倫
理

学
が

あ
る

は
ず

も
な

い
。
倫

理
学

は
、
主

と
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文

化
に

成
長

し
た

学
問

で
あ

っ
た

。
と

は
い

え
、
い

か
な

る

原
始

社
会

で
も

、
人

間
は
互

い
の

意
志

を
何

ら
か

の
か

た
ち

で
表
現

し
つ

づ
け

て
一

定
の
様
式

に
生

き
て

い
る

。
神
話

や
文

学
、

あ
る

い
は
儀

礼
・

制
度

・
法
律

な
ど

に
表
現

さ
れ

た
も

の
は

、
「

倫
理

」
を

理
論

的
に
反
省

し
た

も
の

で
は

な
い

が
普
遍

的
な

「
倫

理
」

の
具
体

的
な
現

わ
れ

で
あ

っ
て

、
こ

れ
を

「
倫

理
思

想
」

と
呼
ぶ

わ
け

で
あ

る
。
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あ

る
文

化
の

伝
統

に
「

倫
理

学
」
が

な
く

て
も

、
そ

の
社

会
に
「

倫
理

」
が

な
か

っ
た

と
い

う
こ

と
は

あ
り

え
な

い
。
そ

こ

に
「

倫
理

思
想

」
と

い
う

学
問

の
意

味
が

あ
る

。
和
辻

が
「

倫
理

思
想

」
を

重
視

し
た

の
は
卓

見
で

あ
っ

た
。
日

本
の

よ
う

に

「
倫

理
学

」
の

伝
統

の
な

い
文

化
に

お
い

て
、

ど
の

よ
う

に
「

倫
理

」
の

問
題

を
考

え
る

か
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た

。
「

倫
理

学
」

が
普
遍

で
、
「

倫
理

思
想

」
が

特
殊

と
い

う
の

で
は

な
い

。
特
殊

に
普
遍

が
あ

る
。

特
殊

な
「

倫
理

思
想

」
の

な
か

に
普

遍
で

あ
る

「
倫

理
学

」
が

あ
る

。
 

 
ち

な
み

に
和
辻

の
こ

の
解

釈
を

批
判

す
る
立
場

も
あ

る
。
た

と
え

ば
子
安
宣
邦

は
、
和
辻

の
「

日
本

倫
理

思
想

史
」
を
「
民

族
的

な
生

の
表
現

と
し

て
読

み
と

ら
れ

る
道
徳

的
心

情
の
類
型

と
そ

の
展

開
の

研
究

」
で

あ
り

、
よ

う
す

る
に
「

日
本

的
エ
ー

ト
ス

論
」
「

日
本

的
思
惟
様
式

論
」

で
あ

る
と

受
け

と
め

る
（

子
安
宣
邦

「
日

本
思

想
史

の
問

題
―

日
本

の
思

想
像

と
思

想
史

の
方
法

―
」
）
。
し

か
し

、
こ

の
理

解
は
和
辻

の
取

り
組

み
を
誠

実
に

受
け

と
め

る
こ

と
な

く
、
た
ん

な
る

日
本

人
論
・
日

本
文

化
論

に
矮
小

化
し

て
い

る
。
繰

り
か

え
し

て
お

く
と
「

日
本

倫
理

思
想

史
」
の

課
題

は
、
特
殊

を
特
殊

と
し

て
捉

え
る

と
こ
ろ

に
あ

る
の

で
は

な
く

、
普
遍

と
特
殊

と
の

関
係

に
あ

る
。
 

 
こ

う
し

て
、
和
辻
哲
郎

は
「

日
本

倫
理

思
想

史
」

を
つ
ぎ

の
よ

う
に

定
義

す
る

。
「

人
間

の
普
遍

的
な

倫
理

が
、

歴
史

的
社

会
的

な
特
殊
条
件

の
も

と
で

、
ど

う
い
ふ

倫
理

思
想

と
し

て
自

覚
さ

れ
て

く
る

か
を

、
特

に
日

本
の
場
合

に
つ

い
て
叙
述

し
よ

う
と
試

み
た

も
の

」
（
序

、
三
頁

）
。
 

 
以
上

、
和
辻

倫
理

学
に

お
け

る
「

倫
理

」・「
倫

理
学

」・「
倫

理
思

想
」
の

定
義

を
紹
介

し
た

。
基

本
的

な
概
念

は
み
ご

と
に

説
明

さ
れ

、
こ

れ
ら

の
関

係
は

き
わ
め

て
明

解
で

あ
る

。
 

 
こ

う
し

て
〈

倫
理

学
・

倫
理

思
想

史
的

観
点

〉
は

、
日

本
儒

教
に

関
し

て
倫

理
学

（
普
遍

）
・

倫
理

思
想

史
（

特
殊

）
と

い

う
二

重
の
視

点
か

ら
検

討
す

る
。
ち

な
み

に
倫

理
思

想
史

は
、「
処

」（
日

本
・
東
洋
・
西
洋

な
ど

）
の
限

定
だ

け
で

は
な

く
「

時
」

（
古

代
・

中
世

・
近

世
な

ど
）

の
限

定
が

つ
く

か
ら

、
（
表
５

）
に

お
け

る
問

題
設

定
［

(ⅱ)Ｃ
 
空

間
的

内
外

関
係

に
お

け
る
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転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る
日

本
儒

教
の

特
徴

］
だ

け
で

は
な

く
、
［

(ⅰ)Ｃ
 
時

間
的

前
後

関
係

に
お

け
る

転
換

か
ら

理
解

さ
れ

る

日
本

儒
教

の
特

徴
］

に
も

関
係

す
る

。
こ

こ
で

は
便
宜

的
に

［
Ⅱ

相
良

の
問

題
設

定
］

②
に

お
い

て
ま

と
め

て
説

明
し

た
。
 

 
こ

の
検

討
の
具
体

的
な

内
容

は
つ
ぎ

の
三

に
述

べ
る

。
 

 

（
三
）
古
学
の
「
人
倫
」
は
〈
倫
理
学
・
倫
理
思
想
史
的
観
点
〉
か
ら
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
か
 

  
「

人
倫

」
と

は
人

間
関

係
一
般

を
意

味
す

る
儒

教
の
用
語

で
あ

る
。
日

本
儒

教
は

、
中

国
の

も
と

も
と

の
儒

教
の

よ
う

に
「

士

大
夫

」
と

い
う

特
定

の
エ
リ
ー
ト
官
僚
集
団

の
た
め

の
学

問
で

は
な

い
。
ま

た
「

宗
族

」
と

い
う
限

定
さ

れ
た
家

族
制
度

に
適

用
さ

れ
る

学
問

で
も

な
い

。
日

本
儒

教
は

中
国

・
朝

鮮
半

島
の

儒
教

と
は

ち
が

う
。

中
国

の
属

国
で

も
な

い
日

本
に

お
い

て
、

で
は

な
ぜ
「

人
倫

」
と

い
う

観
念

が
必
要

で
あ

っ
た

か
と

い
う

こ
と

は
、
日

本
の

近
世

社
会

を
ど

の
よ

う
に

考
え

る
べ

き
か

と

い
う

問
題

に
あ

る
。
 

 
近

世
の
幕
藩
体

制
（

統
一

政
権

）
が

成
立

す
る
過
程

は
、
国
家
権
力

が
「
公
儀

」
と

い
う

一
つ

の
権
力

に
統
合

し
て

い
く
プ

ロ
セ
ス

で
あ

る
。
社

会
組
織

も
、
か

つ
て

の
排
他

的
閉
鎖

的
な
共
同
体

が
相
互

に
融
合

し
、
拡

大
し

一
つ

の
均
質

な
新

し
い

社

会
の

観
念

が
誕

生
す

る
。

こ
の

世
界

を
説

明
す

る
言
葉

が
「

人
倫

」
で

あ
っ

た
。
「

人
倫

」
を

と
く

儒
者

の
代
表

と
し

て
伊
藤

仁
斎

の
考

え
方

を
検

討
す

る
。
 

 
中
心

と
な

る
思

想
は

、
人

倫
あ

る
い

は
人

道
（

人
間

関
係

）
で

あ
る

。
人

間
は

人
間

関
係
（

人
倫
・
人

道
）
に

お
い

て
は

じ

め
て

人
間

と
な

る
と

す
る

。
ち

な
み

に
、
こ

の
倫

理
思

想
は

近
代

の
和
辻
哲
郎
（

一
八
八
九

―
一
九
六
〇

）
の

倫
理

学
に

も
通

じ
る

。
仁

斎
も
和
辻

も
、
人

間
を

人
間

関
係

か
ら

理
解

す
る

。
仁

斎
は
「

人
道

」
と

い
い

、
和
辻

は
「

間
柄

」
と

い
う

。
い

ず

れ
も

人
間

関
係

を
意

味
し

、
概
念

と
し

て
は

き
わ
め

て
類

似
す

る
。
和
辻

は
『

倫
理

学
』
に

お
い

て
つ
ぎ

の
よ

う
に

い
う

。「
倫
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理
問

題
の
場
所

は
孤
立

的
個

人
の

意
識

に
で

は
な

く
し

て
ま

さ
に

人
と

人
と

の
間
柄

に
あ

る
。
だ

か
ら

倫
理

学
は

人
間

の
学

な

の
で

あ
る

。
人

と
人

と
の

間
柄

の
問

題
と

し
て

で
な

く
て

は
行
為

の
善
悪

も
義
務

も
責
任

も
徳

も
真

に
解

く
こ

と
が

で
き

な

い
」
。
こ

う
し

て
近

世
の
「

人
道
（

人
倫

）
」
の

倫
理

思
想

は
、
近

代
に

お
い

て
「

間
柄

」
の

倫
理

学
と

し
て
普
遍

的
な

学
問

と

な
る

。
 

 
以
下

、
仁

斎
の

思
想

を
概
略

す
る

。
 

 

［
Ⅰ
存
在
論
（
生
生
観
）
］
 

 
存

在
論

と
は

、
人

間
を
含
め

て
存

在
一
般

を
ど

の
よ

う
に

理
解

す
る

か
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
仁

斎
は

、
す

べ
て

存
在

す
る

も
の

は
「

活
物

」
、

生
き

生
き

と
し

た
も

の
、

生
き

物
と

み
た

。
仁

斎
は

、
す

べ
て

の
存

在
を

、
宇
宙

に
は

た
ら

く
根
源

的
な

力
（

生
生
力

、
生
命
力

）
の

中
で

理
解

す
る

。
根
源

的
な
力

に
よ

っ
て

物
と

人
が

生
ま

れ
、
こ

の
生

生
力

の
無
限

の
活
動

の
う

ち
に

物
と

人
が

今
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
存

在
論

を
生

生
観

と
い

う
。
 

 
物

と
人

は
「

活
物

」
で

あ
る

が
、
そ

れ
だ

け
で

は
な

く
じ

つ
は
「
天
地

」（
宇
宙
全
体

）
が
「

一
大

活
物

」
で

あ
る
（
『
童

子

問
』

中
六
六

）
。
「
天
地

」
に

「
一
元

の
気

」
が

あ
る

。
「
気

」
と

は
宇
宙

に
は

た
ら

く
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ

る
。

こ
の

「
気

」
に

よ
り

「
天
地

」
は
無
限

に
活
動

を
つ

づ
け

る
。
 

 
仁

斎
の

生
生

観
は

、
基

本
は

中
国

思
想

に
あ

る
。「
気

」
の

思
想

は
、
中

国
に

古
代

か
ら

み
え

る
考

え
方

で
あ

る
。
し

か
し

、

中
国

思
想

は
二
元

論
で

構
成

さ
れ

る
。
「
気

」
は

、
陰

と
陽

と
の

二
つ

の
様
態

か
ら

な
る

。
陰

・
陽

の
二
元

論
は

、
ま

た
さ

ま

ざ
ま

な
二
元

論
に
展

開
す

る
。

た
と

え
ば
静

・
動

で
あ

り
、
死

・
生

で
あ

り
、
悪

・
善

で
あ

る
。
 

 
仁

斎
の

生
生

観
は

、
中

国
思

想
の

二
元

論
を

解
釈

し
な

お
し

て
一
元

論
に
徹
底

す
る

。『
童

子
問

』（
中
六
九

）
に

つ
ぎ

の
よ

う
に

い
う

。
「
天
地

の
間

は
、
皆

一
理

の
み

。
動
有

つ
て
静
無

く
、
善
有

つ
て
悪
無

し
。
蓋

し
、
静

と
は
動

の
止

、
悪

と
は
善

か
つ

ぶ
つ
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の
変

、
善

と
は

生
の
類

、
悪

と
は
死

の
類

、
両

つ
の
者

相
対

し
て
並
び

生
ず

る
に
非

ず
。
皆

生
に

一
な

る
が
故

な
り

」
。

こ
こ

で
は

、
動

―
静

、
善

―
悪

の
二
元

論
で

は
な

く
、「
動

」「
善

」
の

一
元

論
で
説

く
。
こ

の
際

、「
静

」「
悪

」
は

、「
動

の
止

」「
善

の
変

」
と

あ
る

よ
う

に
、
動

・
善

の
変

形
、

一
時

の
様
態

に
す
ぎ

な
い

と
考

え
る

。
 

 
「
天
地

の
間

は
、
皆

一
理

」
で

あ
る

。「
天
地

」
は
「

物
を

生
ず

る
（

生
物

）
」
。
こ

の
「

生
」
ず

る
と

い
う

こ
と

が
、「
天
地

」

の
本
質

で
あ

る
。
む
ろ
ん

、
「
天
地

」
の

間
に

は
「
死

」
と

い
う

事
実

は
あ

る
。

し
か

し
、
個
々

の
存

在
の

「
死

」
は

あ
っ

て

も
、
「
天
地

」
は

つ
ぎ

つ
ぎ

と
そ

の
「
死

」
を

こ
え

て
、

物
を

生
み

つ
づ

け
る

。
「
天
地

」
に

は
、
「

生
」

と
「
死

」
が

あ
る

の

で
は

な
く

、
本
質

は
「

生
」

で
あ

り
、
「
死

」
は

そ
の

本
質

に
附
随

す
る

事
象

に
す
ぎ

な
い

。
 

  
［
Ⅱ
人
間
観
（
人
道
）
］
 

 
存

在
は

生
生

観
（

活
物

）
で
捉

え
ら

れ
る

。
で

は
人

間
そ

の
も

の
は

ど
の

よ
う

に
考

え
ら

れ
た

の
か

。
 

 
仁

斎
は

、
人

を
「

人
道

」（
人

間
関

係
）
と

い
う
概
念

で
位
置

づ
け

る
。「

人
道

」
は

、「
天

道
」「
地

道
」
に

た
い

す
る
言
葉

で
あ

る
（
『
語
孟
字
義

』
道

）
。
存

在
は

す
べ

て
同

じ
あ

り
よ

う
を

す
る

わ
け

で
は

な
い

。「
人

」
は

、「
天

」
に

あ
る

も
の
（

日

月
星
辰

）
と

は
こ

と
な

る
。
ま

た
「
地

」
に

あ
る

も
の
（

山
川
草
木

）
と

も
こ

と
な

る
。
存

在
に

は
そ

れ
ぞ

れ
存

在
の
場

が
あ

る
。
天

に
あ

る
も

の
に

は
「
天

道
」

と
い

う
場

が
あ

る
。
地

に
あ

る
も

の
に

は
「
地

道
」

と
い

う
場

が
あ

る
。
「

人
道

」
は

こ

う
し

て
人

が
存

在
す

る
場

で
あ

る
。
 

 
こ

れ
は

ま
ず

朱
子

学
の
天

人
合

一
思

想
に

た
い

す
る

批
判

で
あ

る
。
朱

子
は
「
天

」
の

あ
り
方

と
「

人
」
の

あ
り
方

と
の
完

全
な

一
致

を
追
求

す
る

。
し

か
し

仁
斎

は
、

そ
も

そ
も

「
人

道
」

を
「
天

道
」
「
地

道
」

と
は
切

り
は

な
し

て
理

解
す

る
。

こ

こ
で

重
要

な
こ

と
は

、
日

本
儒

教
が
求
め

て
い

た
こ

と
は

、
「
天

」
の

宗
教

性
で

は
な

く
、
「

人
道

」
（

人
倫

）
と

い
う

世
俗

世

界
だ

っ
た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
ま

た
そ

の
関
心

は
、
「

聖
人

」
の

究
極

的
な
主
体

性
で

は
な

く
、

日
常

的
な

人
間

関
係

を
い
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(6
0
) 

か
に

生
き

る
か

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。
 

 
仁

斎
は
「

人
の

外
に

道
無

し
、
道

の
外

に
人
無

し
」
と

い
う
（
『
童

子
問

』
上
八

）
。「

人
」
は

、「
道

」（
人

倫
・

人
間

関
係

）

に
お

い
て

「
人

」
で

あ
り

、
こ

こ
を
離

れ
て

「
人

」
は

存
在

し
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
「

道
」

と
は

、
人

間
関

係
そ

の
も

の
（
五

倫
＝
父

子
の
親
・
君
臣

の
義
・
夫
婦

の
別
・
長
幼

の
序
・
朋
友

の
信

）
で

あ
り

、
ま

た
こ

の
人

間
関

係
に

自
覚

さ
れ

た

真
理
（
五
常
＝

仁
義

礼
智
信

）
で

あ
る

。
よ

う
す

る
に
「

道
」（

人
倫

・
人

間
関

係
）
が

、「
人

」
が
「

人
」
で

あ
る
場
だ

と
い

う
こ

と
で

あ
る

（
『
語
孟
字
義

』
道

、
『
童

子
問

』
上
九

、
な

ど
）
。
 

 
『

中
庸
発
揮

』
は

つ
ぎ

の
よ

う
に

い
う

。「
樹

」
は
「
土

」
に

生
じ

て
ほ

か
に

生
ず

る
こ

と
が

な
く

、「
魚

」
は
「
水

」
に
泳

い
で

「
水

」
か

ら
出

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に
、
「

人
」

は
「

道
」
（

人
間

関
係

）
に

生
き

て
こ

こ
を

一
時

も
離

れ
な

い
。
「
樹

」

が
「

活
物

」
で

あ
る

た
め

に
は
「
土

」
が
必
要

で
あ

る
。「
魚

」
が
「

活
物

」
で

あ
る

に
は
「
水

」
が

い
る

。
同
様

に
し

て
、「

人
」

が
「

活
物

」
で

あ
る

と
い

う
こ

と
は

、
「

道
」
（

人
間

関
係

）
と

い
う
場

が
前
提

と
な

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
 

 
存

在
は

、「
生

生
」
の

な
か

に
あ

る
「

活
物

」
で

あ
る

。「
活

物
」
が
「

活
物

」
で

あ
る

た
め

に
は
「

道
」
と

い
う
場

が
前
提

と
し

て
あ

る
。
魚

は
水

に
あ

っ
て

活
物

で
あ

り
、
鳥

は
空

に
あ

っ
て

活
物

で
あ

る
。

そ
れ
ぞ

れ
そ

こ
に
魚

の
道

（
場
＝
水

）
、

鳥
の

道
（
場
＝

空
）

が
あ

る
。

で
は

人
間

は
ど

こ
に

あ
っ

て
活

物
な

の
か

と
い

う
と

そ
れ

が
「

人
道

」
で

あ
る

。
「

人
道

」
と

は
、

よ
う

す
る

に
人

間
関

係
（
五
常

・
五

倫
）

で
あ

る
。
 

  
［
Ⅲ
実
践
論
（
拡
充
）
］
 

 
で

は
人

間
関

係
に

お
い

て
、

人
は
何

を
な

す
べ

き
な

の
か

。
仁

斎
は

、
こ

こ
で
孟

子
の

「
拡

充
」

の
考

え
方

を
と

く
。
 

 
さ

き
に

生
生

観
に

か
ん

し
て
引
用

し
た

『
童

子
問

』
（

中
六
九

）
に

、
活

物
の

活
物

た
る
所

以
を
説

明
し

て
「
動
有

つ
て
静

無
く

、
善
有

つ
て
悪
無

し
」

と
あ

っ
た

。
こ

れ
は

物
に

お
い

て
活

物
と

は
、
「
動

」
と

い
う

こ
と

で
示

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

で
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あ
る

。
し

か
し

人
の
場
合

、
た
だ
無

意
味

に
動

い
て

い
る
だ

け
で

は
活

物
で

は
な

い
。
そ

こ
で
「
善
有

つ
て
悪
無

し
」
と

い
う

よ
う

に
、
「
善

」
を

な
す

こ
と

が
「

活
物

」
の
条
件

に
な

る
。
 

 
で

は
、

こ
の

「
善

」
と

は
な

に
を

意
味

す
る

の
か

。
仁

斎
は

、
孟

子
の

性
善
説

か
ら

「
善

」
を

理
解

す
る

。
性
善
説

と
は

、

人
に

は
そ

れ
ぞ

れ
生

ま
れ

つ
き

の
「
気
質

」
（

性
）

が
あ

り
、

こ
の

「
気
質

」
に
ほ
ん

ら
い

「
惻
隠

・
羞
悪

・
辞
譲

・
是
非

の

心
」（
四
端

の
心

）
が
具

わ
っ

て
い

る
と

す
る

考
え
方

で
あ

る
（
『
語
孟
字
義

』
性

）
。「
惻
隠

の
心

」
と

は
あ

わ
れ

み
、
思

い
や

る
心

で
あ

る
。
ま

た
、「
羞
悪

の
心

」
と

は
自
分

の
悪

を
恥

じ
、
他

人
の

不
善

を
に

く
む
心

、「
辞
譲

の
心

」
は
他

人
に
譲

る
心

、

「
是
非

の
心

」
は
是
非
善
悪

を
判
断

す
る
心

で
あ

る
。
そ

し
て

、
こ

の
「
四
端

の
心

」
を
他
者

に
推

し
広
げ

て
ゆ

く
こ

と
を
「

拡

充
」

と
呼
び

、
こ

こ
に

「
仁

・
義

・
礼

・
智

」
が

実
現

す
る

と
考

え
る

（
『
語
孟
字
義

』
仁
義

礼
智

）
。
 

 
こ

の
「

拡
充

」
の
具
体

的
な

よ
う

す
は

、
つ
ぎ

の
『
孟

子
』（
尽
心
章
句
上

、『
孟

子
古
義

』
巻
之
七

）
の

文
章

で
理

解
で

き

る
。
 

 

人
皆
忍
び

ざ
る
所

（
惻
隠

の
心

、
他

人
の

不
幸

を
見

る
に
忍
び

な
い
心

）
有

り
、
之

れ
を
其

の
忍
ぶ
所

（
無

関
心

で
す

ま
せ

て
い

た
と

こ
ろ

）
に
達
ぼ
せ

ば
、

仁
な

り
。

人
皆
為

さ
ざ

る
所

（
羞
悪

の
心

、
不
正

不
義

を
し

て
は

な
ら

な
い

と

い
う
心

）
有

り
、
之

れ
を
其

の
為

す
所

（
平

然
と

不
正

不
義

を
し

て
し

ま
う

と
こ
ろ

）
に
達
ぼ
せ

ば
、
義

な
り

。
 

  
一
般

に
家

族
の

よ
う

な
狭

い
人

間
関

係
で

は
、
そ

の
構

成
員

が
苦

し
む

こ
と

は
、
ま

さ
に

自
分

自
身

の
苦

し
み

と
し

て
受

け

と
め

る
こ

と
に

な
る

。
他

人
の

不
幸

を
見

る
に
忍
び

な
い
心

と
は

、
た

と
え

ば
自
分

の
子

ど
も

の
苦

し
み

は
自
分

自
身

の
苦

し

み
と

し
て

受
け

と
め

る
こ

と
で

あ
る

。
ま

た
不
正

不
義

を
し

て
は

な
ら

な
い

と
い

う
心

も
、
家

族
（

中
国

で
は

宗
族

）
は

自
分

自
身

で
あ

る
か

ら
、

自
身

が
家

族
（

自
身

）
を
裏
切

る
不
正

不
義

を
す

る
こ

と
は

あ
り

え
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
 

お
よ
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孟

子
の

思
想

の
重
要

な
と

こ
ろ

は
「
達
ぼ

す
」
こ

と
を

と
く

と
こ
ろ

で
、
こ

れ
が
「

拡
充

」
で

あ
る

。
限

定
さ

れ
た

人
間

関

係
を

一
歩

外
へ
出

る
と

、
道

ば
た

で
だ

れ
が
苦

し
も

う
が
無

関
心

で
あ

り
（
「
其

の
忍
ぶ
所

」
）
、
旅

の
恥

は
か

き
捨

て
と
平

然

と
不
正

不
義

を
行

な
う

こ
と

も
あ

り
え

る
（
「
其

の
為

す
所

」
）
。

倫
理

は
、

こ
の

よ
う

な
狭

い
人

間
関

係
を

こ
え

た
と

こ
ろ

に

求
め

ら
れ

る
。
 

 
仁

斎
が

、
孔

子
・
孟

子
の

儒
教

を
重
要

で
あ

る
と

考
え

た
理
由

は
「

仁
」

に
あ

る
。
「

仁
」

は
、
家

族
の

よ
う

な
限

定
さ

れ

た
人

間
関

係
で

は
な

く
、

よ
り
普
遍

的
な

「
人

倫
」
（

人
道

）
を

問
題

に
す

る
。
家

族
に

お
い

て
は

「
孝

」
と

い
う

倫
理

が
重

要
で

あ
る

が
、「

人
道

」
と

い
う
普
遍

的
な
場

で
は
「

仁
」
が

問
題

に
な

る
。「
四
端

の
心

」
を

拡
充

す
る

と
「
五
常

」
が

実
現

す
る

。
「
惻
隠

の
心

」
は

拡
充

し
て

「
仁

」
と

な
る

。
 

 
こ

の
「

拡
充

」
の
働

き
は

、
ま

た
仁

斎
に

お
い

て
「

原
泉

」
に
譬

え
ら

れ
る

（
『
童

子
問

』
上

二
一

）
。

人
の

「
心

」
に

は
、

ほ
ん

ら
い

生
ま

れ
つ

い
て
「
惻
隠

の
心

」（
愛

）
が

あ
る

。
つ

ま
り

、「
心

」
か

ら
、
泉

の
ご

と
く

こ
ん

こ
ん

と
「
愛

」
が
湧

き

出
て

い
る

。「
拡

充
」
は

、
ち
ょ

う
ど
湧

き
出

る
泉

の
水

が
徐
々

に
地

を
潤

し
て
ゆ

く
よ

う
に

、「
愛

」
が

人
倫
全
体

に
浸
透

す

る
こ

と
を

意
味

す
る

。
「
愛

」
は

、
家

族
と

い
う
身

近
な

人
間

関
係

に
は

じ
ま

り
、

人
倫

に
行

き
渡

り
、

人
倫
全
体

を
充

実
さ

せ
る

。
そ

し
て

、「
愛

」
が

人
倫
全
体

に
行

き
渡

っ
た
状
態

を
、
仁

斎
は

、「
仁

の
成
徳

」（
仁

の
完

成
し

た
状
態

）
と
呼
ぶ
（
『
童

子
問

』
上
四

三
）
。
 

 
よ

う
す

る
に

、「
仁

」
が
「
愛

」
で

あ
る

と
は

、「
愛

」
を
「

拡
充

」
し

て
「

仁
」
が

実
現

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、「
愛

」

に
よ

っ
て

「
人

倫
」
（

人
間

関
係

）
が

充
実

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
そ

し
て

、
こ

の
「
愛

」
は

、
人

の
「
心

」
に
由
来

す

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
 

 
仁

斎
は

、
こ

の
「

拡
充

」
を
具
体

的
に

は
「

学
問

」
と

こ
れ

に
基

づ
く
行
為

（
「

孝
弟

」
・
「
恕

」
・
「
忠
信

」
な

ど
）

か
ら
説

明
す

る
。
「

拡
充

」
は

、
意

識
的

な
行
為

で
あ

り
、
「

学
問

」
に

よ
る

「
道

」
の

自
覚

か
ら

は
じ

ま
る

。
仁

斎
は

、
「

道
」

を
、

お
よ
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孔
子

に
よ

っ
て

は
じ
め

て
明

ら
か

に
自

覚
さ

れ
、「

教
へ

」
と

し
て

わ
れ

わ
れ

に
示

さ
れ

た
も

の
と

考
え

る
（
『
童

子
問

』
下
五

〇
）
。
 

 
「

孝
弟

」
と

は
、
家

族
内

に
お

い
て

、
親

に
よ

く
仕

え
年
長
者

に
す

な
お

で
あ

る
こ

と
を

い
う

。
拡

充
は

、
「

孝
弟

」
と

い

う
人

間
関

係
の
最
小
単
位

か
ら

は
じ

ま
り

、
こ

の
関

係
を

そ
の

外
へ

と
広
げ

る
こ

と
を

い
う

。
一
方

、
「
恕

」
・
「
忠
信

」
は

人

間
関

係
一
般

に
つ

い
て

、
あ

る
べ

き
関

わ
り
方

を
示

す
。「
恕

」
と

は
、「
深

く
人

の
心

を
体
察

す
る

」
こ

と
、
他
者

に
た

い
す

る
思

い
や

り
で

あ
る
（
『
童

子
問

』
上
五
九

）
。
ま

た
、「
忠

」
と

は
、「

己
を
尽

く
す

」
こ

と
、
他
者

に
た

い
し

て
全
力

を
も

っ

て
接

す
る

こ
と

、「
信

」
と

は
、「

人
と

実
有

る
」
こ

と
、
他
者

に
た

い
し

て
偽

り
が

な
い

こ
と

を
い

う
（
『
童

子
問

』
上

一
九

）
。
 

 
「

拡
充

」
は

、
こ

う
し

て
「

道
」

を
自

覚
し

（
学

問
）

そ
れ

に
基

づ
い

て
行
為

す
る

こ
と

で
あ

る
（

孝
弟
忠
信

な
ど

）
。

仁

斎
は

、「
心

」（
四
端

の
心

）
に
「

思
慮
運
用

」
の
機
能

が
あ

る
と

考
え

る
（
『
語
孟
字
義

』
心

、
情

）
。
そ

れ
ゆ

え
、「
心

」
は

、

自
身

の
内

に
あ

る
「

道
」
（

生
生
力

）
を

自
覚

し
、
「

拡
充

」
と

い
う

か
た

ち
で

こ
の

生
生
力

を
顕

在
化

す
る

。
「
天
地

」
の
無

限
の

生
生
力

は
、
「
心

」
を
介

し
て

、
「

人
倫

」
に

お
け

る
無
限

の
「
愛

」
の
流

れ
と

な
っ

て
顕

在
化

す
る

。
「

拡
充

」
に

よ
っ

て
、
宇
宙

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
「
愛

」
と

し
て

「
人

倫
」

に
現
象

す
る

。
 

  
［
Ⅳ
「
人
倫
」
と
倫
理
学
］
 

 
①
「
人
倫
」
と
「
藹
然
た
る
（
穏
や
か
な
）
至
情
」
 

 
『
童

子
問

』
（

中
二
六

）
は

、
儒

教
の

理
想

社
会

（
「
先
王

の
世

」
）

が
ど

の
よ

う
な

も
の

で
あ

っ
た

か
を

比
喩

と
し

て
の

べ

る
。
「

人
倫

」
の
具
体

的
イ
メ
ー
ジ

の
一

つ
で

あ
る

。
そ

こ
に

お
い

て
、
ひ

と
び

と
の
心

が
な
ご

や
か

で
あ

る
（
民
心
和
洽

）

こ
と

は
、
た

と
え

ば
正
月

の
お
め

で
た

い
吉

礼
に

お
い

て
、
よ

そ
ゆ

き
の
着

物
を

き
て

か
た

ち
を

あ
ら

た
め

、
杯

を
挙
げ

て
祝

い
の
言
葉

を
の

べ
、
そ

れ
ぞ

れ
長

生
き

を
す

る
よ

う
い

の
り

あ
っ

て
（
萬
歳

を
祝

し
）
、
一
家

が
た

の
し

く
（
煕
煕

）
、
旧
年

の
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苦
労

を
忘

れ
る

そ
の

よ
う

な
光
景

と
し

て
説

明
さ

れ
る

。
「
王

道
」

は
、

人
倫

の
日
常

生
活

に
あ

り
、
正
月

の
め

で
た

さ
に
表

現
さ

れ
、

こ
こ

に
「

藹
然

た
る

（
穏

や
か

な
）

至
情

」
（
『
童

子
問

』
中

一
〇

）
が
具
体

化
す

る
。
 

 
ち

な
み

に
『
孟

子
』

の
「
王

道
・
覇

道
」

は
政

治
権
力

の
質

（
正

当
性

）
を
吟

味
す

る
言
葉

で
あ

る
が

、
仁

斎
の

「
王

道
」

は
日
常

生
活

に
あ

っ
て

「
人

倫
」

が
充

実
す

る
世
界

を
意

味
す

る
（
『
童

子
問

』
中

一
九

）
。
 

  
②
仁
斎
の
朱
子
学
批
判
に
お
け
る
「
人
倫
」
の
構
図
 

 
こ

の
「

人
倫

」
観

を
成
立

さ
せ

る
前
提

と
し

て
、

仁
斎

の
朱

子
学

批
判

を
簡
単

に
見

て
お

く
。
 

 
ま

ず
、「

理
」
に

つ
い

て
。
朱

子
学

は
、
す

べ
て

の
も

の
に
「

理
」（

あ
る

べ
き
姿

、
規
範

）
が

あ
る

と
し

、
こ

れ
を
基
準

に

し
て

あ
ら
ゆ

る
事
象

を
判
断

す
る

。
こ

れ
に
対

し
て

、
仁

斎
は

、
こ

の
立
場

は
、
「
善

を
善

と
し
悪

を
悪

と
し

て
」
少

し
も
許

す
こ

と
が

な
く

、
自
分

に
も
他
者

に
も
厳

し
く

、
要

す
る

に
「
残
忍
刻
薄

」（
不
寛
容

）
で

あ
る

と
批

判
す

る
（
『
童

子
問

』
中

六
五

）
。
 

 
ま

た
、
「
心

」
の
捉

え
方

に
つ

い
て

朱
子

学
を

批
判

す
る

。
朱

子
学

は
、

す
べ

て
の

事
象

の
「

理
」

を
把
握

す
べ

く
、
「
心

」

の
主
体

性
的
機
能

を
極
限

に
ま

で
高
め

よ
う

と
す

る
。
そ

し
て

、
す

べ
て

の
「

理
」
を
映

し
出

す
、
完

成
し

た
「
心

」
の
状
態

を
、
曇

り
（
欲
望

）
な

き
「

明
鏡
止
水

」
に
喩

え
る

（
『
語
孟
字
義

』
心

）
。
「
心

」
は

、
く

も
り

の
な

い
鏡

の
ご

と
く

、
静

か

な
水

の
ご

と
く

、
事
象

の
あ

り
の

ま
ま

を
映

し
出

す
。
し

か
し

、
仁

斎
は

、「
一
毫

人
欲

の
私
無

き
」
心

の
完

成
は

、「
形
骸

を

具
へ

人
情
有

る
者

」
に

は
あ

り
え

な
い

と
批

判
す

る
（
『
童

子
問

』
中
九

）
。
 

 
仁

斎
は

、
人

間
を
「

藹
然

た
る
（

穏
や

か
な

）
至

情
」
を
具

え
た

存
在

で
あ

る
と
捉

え
、
朱

子
学

の
立
場

は
、
こ

の
人

間
の

自
然

な
感

情
に
反

す
る

と
考

え
た

。
そ

れ
ゆ

え
に

、
ま

た
、
「

情
即

ち
是

れ
道

、
欲
即

ち
是

れ
義

」
と
言

い
、
「

情
」

も
「
欲

」

も
、

本
来

、
制
御

・
抑
圧

す
べ

き
も

の
で

は
な

い
と

し
て

、
肯

定
す

る
（
『
童

子
問

』
中

一
〇

）
。
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こ

の
朱

子
学

批
判

か
ら

古
学

に
お

け
る
「

人
倫

」
の

構
図

が
あ

き
ら

か
に

な
る

。
朱

子
学

は
、
垂
直

に
上
昇

し
て
主
体

性
を

獲
得

す
る
方
向

を
意

図
す

る
（

聖
人

に
な

る
）
。

古
学

は
、
水
平

に
人

間
関

係
を

充
実

す
る
方
向

を
意

図
す

る
（

拡
充

す
る

）
。
 

 
朱

子
学

に
お

い
て

、
主
体

は
垂
直

に
上
昇

し
、
人

倫
を
超

え
で

る
能
力

を
獲
得

し
、
そ

の
力

で
人

倫
を
対
象

と
し

て
統

治
す

る
。「
天

人
合

一
」
の
光
景

で
あ

る
。
学

問
に

よ
り

、「
聖

人
」
の

究
極

的
な
主
体

性
を
獲
得

す
る

。
こ

こ
に

自
己

を
完

成
し
（

修

己
）
、

そ
の
主
体

性
を

も
っ

て
人

を
統

治
す

る
（

治
人

）
。
 

 
朱

子
学

が
め

ざ
す

の
が

「
聖

人
」

で
あ

る
と

す
れ

ば
、

古
学

が
求
め

る
も

の
は

「
活

物
」

で
あ

る
。
「

聖
人

」
は

「
人

倫
」

を
超

え
で

て
「

治
人

」
を

す
る

。
「

活
物

」
は

「
人

倫
」

を
離

れ
る

こ
と

な
く

「
拡

充
」

を
す

る
。
 

 
仁

斎
は

、
聖

人
の

精
神

世
界

は
仏
老

と
同
質

の
世
界

で
あ

る
と

考
え

た
。『
童

子
問

』（
中

一
三

）
は

、
古

学
の
立
場

は
「
天

下
上

」
よ

り
「

道
」
を
求
め

る
が

、
仏
老

は
「

一
身
上

」
よ

り
「

道
」
を
求
め

る
と

批
判

す
る

。「
天
下
上

」
と

は
、「
俗

」
と

と
も

に
「
天
下

の
同

じ
く

然
る
所

」
に

よ
り

、
そ

の
と

き
ど

き
の
ひ

と
び

と
に

し
た

が
う

と
い

う
意

味
で

あ
る

。
一
方

、
仏
老

が
「

一
身
上

」
よ

り
「

道
」
を
求
め

る
と

は
、
自
分
ひ

と
り

の
「
心

」
の
完

成
を
追
求

し
、「
清
浄
無
欲

」
な
境
地

と
な

り
「

一

己
の
安

き
を

成
就

」
す

る
こ

と
を

意
味

す
る

。
そ

の
結

果
、
「

人
倫

を
棄

て
礼
楽

を
廃

す
る

」
こ

と
に

な
る

。
 

 
こ

の
仏
老

の
説

明
は

朱
子

学
に

も
同
様

に
あ

て
は

ま
る

。
仏
老

は
「

人
倫

」
を
超

え
で

た
出

世
間
・
出
家

に
真

理
が

あ
る

と

す
る

。
朱

子
学

の
「

聖
人

」
も

、
さ

と
り

と
同
様

「
人

倫
」

を
超

え
で

た
存

在
に

な
る

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

 
こ

う
し

て
朱

子
学

批
判

に
お

い
て

真
理

が
「

人
倫

」
に

あ
る

こ
と

が
示

さ
れ

る
。
「

人
倫

」
を
離

れ
る

こ
と

な
く

「
人

倫
」

に
お

い
て

「
拡

充
」

を
す

る
と

こ
ろ

に
真

理
が

あ
る

。
 

  
③
「
人
倫
」
の
自
覚
の
二
重
構
造
 

 
朱

子
学

批
判

か
ら
「

人
倫

」
が
示

さ
れ

る
。
さ

ら
に

仁
斎

に
お

け
る
「

人
倫

」
の

自
覚

は
つ
ぎ

の
二

重
の

構
造

を
も

つ
。
こ
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の
自

覚
に

お
い

て
「

人
倫

」
の
概
念

は
普
遍

性
を
高
め

、
同

時
に

古
学

は
倫

理
学

と
な

っ
て
ゆ

く
。
 

 

(1)仁
斎

は
、
「

拡
充

」
を

意
識

的
な
行
為

で
あ

り
、
「

学
問

」
に

よ
る

「
道

」
の

自
覚

か
ら

は
じ

ま
る

と
考

え
る

。
 

 
(2)仁

斎
は

、
「

道
」

を
、
孔

子
に

よ
っ

て
は

じ
め

て
明

ら
か

に
自

覚
さ

れ
、
「

教
へ

」
と

し
て

わ
れ

わ
れ

に
示

さ
れ

た
も

の

と
考

え
る

（
『
童

子
問

』
下
五
〇

）
。
 

  
以
下

こ
の

自
覚

の
二

重
構

造
を
補

足
す

る
。
 

(1)天
地

の
生

生
の

う
ち

に
す

で
に

生
息

す
る

人
が

、「
拡

充
」
に

よ
っ

て
そ

の
生

生
に

あ
ら

た
め

て
関
与

す
る

と
い

う
こ

と

は
、
こ

の
拡

充
が

き
わ
め

て
自

覚
的

な
行
為

で
あ

る
こ

と
を

意
味

す
る

。
生

生
す

る
天
地

に
人

の
存

在
根
拠

を
見

な
が

ら

も
、
な

お
か

つ
天
地

自
然

に
漠

然
と

し
た

が
う

の
で

は
な

く
、
天

道
・
地

道
と
区
別

し
て

人
の

生
息

す
る
場

で
あ

る
「

人

道
」
を

自
覚

し
、
さ

ら
に
「

拡
充

」
と

い
う

か
た

ち
で

人
の

生
生

に
関
与

し
う

る
行
為

を
自

覚
す

る
。
こ

の
自

覚
に

お
い

て
人

は
す

で
に

生
生

の
な

か
に

い
る

自
己

を
見
出

し
（

人
倫

と
道

の
確

定
）
、

そ
し

て
こ

の
生

生
に

関
与

す
べ

き
自

己
を

認
め

る
（

道
と

拡
充

の
確

定
）
。
 

 
仁

斎
は

、
こ

れ
ら

の
自

覚
が

「
学

問
」

に
よ

る
と

考
え

る
。
「
限

り
有

る
の

性
」

は
拡

充
に

お
い

て
「
窮

ま
り
無

き
の

道
」

に
関
与

す
る

。
こ

の
拡

充
は

一
つ

一
つ

の
忠
信
忠
恕

の
行
為

そ
の

も
の

と
い

う
よ

り
は

、
「

学
問

」
に

よ
る

自
覚

に

さ
さ

え
ら

れ
る

こ
と

で
際
限

な
く
繰

り
か

え
さ

れ
る
忠
信
忠
恕

の
行
為

で
あ

っ
た

（
『
童

子
問

』
上

二
一

）
。
「

拡
充
即

ち

学
問

の
事

な
り

」（
『
孟

子
古
義

』
巻
之

二
）
と

あ
る

よ
う

に
、
学

問
に

よ
る

自
覚

が
行
為

の
無
窮

の
繰

り
か

え
し

を
ひ

き

だ
す

。
 

(2)魚
は
水

に
あ

っ
て
水

を
認

識
し

な
い

。
鳥

は
空

に
あ

っ
て

空
を
認

識
し

な
い

。
同
様

に
、

す
で

に
「

道
」

の
な

か
に

あ

る
人

は
「

道
」

を
つ

き
は

な
し

て
見

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
「

道
」

は
「
泛

然
」

と
し

て
い

る
（
『
童

子
問

』
上
四

）
。

本
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来
す

で
に

お
の

ず
か

ら
あ

っ
て

人
を

さ
さ

え
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、
き

わ
め

て
親
密

で
あ

る
が
ゆ

え
に

か
え

っ
て

知

り
え

な
い

道
は

、
「

教
へ

」
に

よ
っ

て
「

学
問

」
に

よ
っ

て
人

に
示

さ
れ

る
。
 

 
「

道
」
は
天
地

に
つ
ね

に
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
人

に
と

っ
て

は
か

す
か

な
も

の
で

あ
り

、
限

り
あ

る
認

識
力

で
は

読
み
取

り
え

な
い

。
こ

の
道

を
あ

ら
わ

に
す

る
も

の
が

聖
人

で
あ

る
。
「

聖
人
既

に
生

ず
れ

ば
、
則

ち
道

聖
人

に
在

り
」

（
『

中
庸
発
揮

』
）
。
 

 
天
地

に
あ

っ
て

さ
だ

か
に

見
え

な
か

っ
た

道
は

、
聖

人
に

お
い

て
あ

ら
わ

に
な

り
、
唐
虞

三
代

の
記
録

で
あ

る
「
六
経

」

と
し

て
残

る
。
し

か
し

こ
の
「

道
」
は

い
ま
だ
無

自
覚

な
も

の
で

あ
る

。
さ

ら
に

自
覚

さ
れ

る
に

は
孔

子
を

ま
た

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。
「
五
経

は
猶
天
地

の
万

物
自

ら
有

て
長
養

す
る

こ
と

を
知

ら
ざ

る
が
ご

と
し

。
論
孟

は
猶

聖
人
天
地

の
道

を
裁

成
輔

相
し

て
以

て
民

を
左
右

す
る

が
ご

と
し

」
（
『
童

子
問

』
下
九

）
。
「

論
語

に
は
専

ら
教
へ

を
以

て
主

と
為

」
（
同

上
、
上

一
二

）
と

あ
る

が
、
「

教
へ

」
は
孔

子
に

よ
っ

て
あ

き
ら

か
に

な
る

。
 

 
か

く
て
『

論
語

』
は
「
最
上

至
極
宇
宙
第

一
の
書

」
で

あ
る

。
孔

子
は
「
最
上

至
極
宇
宙
第

一
の

聖
人

」
で

あ
り

、「
止

天
地

の
道

を
裁

成
輔

相
す

と
謂
ふ

の
み

に
非

ず
。
仲
尼

は
、
即

ち
天
地

な
り

」
と

さ
れ

る
（
『
童

子
問

』
下
五
〇

）
。「

道
」

を
自

覚
す

る
根
拠

は
こ

う
し

て
「
天
地

」
と

す
ら

い
わ

れ
る
孔

子
に

あ
っ

た
。
 

 

 
以
上

、
仁

斎
の

「
人

倫
」

の
倫

理
思

想
は

、
「

学
問

」
に

よ
る

自
覚

を
前
提

と
し

、
た
ん

な
る

特
殊

で
は

な
く
普
遍

に
い

た

る
思
索

を
す

す
め

て
い

た
。
 

 ［
注
］
 

(1
)  

安
本

美
典
『

邪
馬

台
国

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

』（
講

談
社

、
一

九
八

七
、
二

四
二

頁
）
、
西

宮
一

民
校

注
『

新
潮

日
本

古
典

集
成

 
古

事
記

』

た
だ
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（
新

潮
社

、
一

九
七

九
、

二
〇

三
頁

）
。
 

(2
)  

陳
舜

臣
『

儒
教

三
千

年
』（

朝
日

新
聞

社
、
一

九
九

二
、
二

〇
五

頁
）
、
姜

在
彦
『

朝
鮮

儒
教

の
二

千
年

』（
朝

日
新

聞
社

、
二

〇
〇

一
、

五
三

頁
）
。
 

(3
)  

「
惺

窩
先

生
行

状
」
（
『

羅
山

林
先

生
文

集
』
、

石
田

一
良

他
校

注
『

日
本

思
想

大
系

28 
藤

原
惺

窩
・

林
羅

山
』

岩
波

書
店

、
一

九

七
五

）
 

(4
)  

丸
山

真
男

『
日

本
政

治
思

想
史

研
究

』
（

東
京

大
学

出
版

会
、

一
九

五
二

）
。
 

(5
)  

相
良

亨
『

近
世

の
儒

教
思

想
』
（

塙
書

房
、

一
九

六
六

）
。
 

(6
)  

「
士

農
工

商
」

に
つ

い
て

の
基

礎
的

な
知

識
は

、
中

井
信

彦
『

日
本

の
歴

史

21 
町

人
』
（

小
学

館
、

一
九

七
五

）
を

参
照

。
 

(7
)  

福
沢

諭
吉

『
福

翁
自

伝
』
（

岩
波

文
庫

・
岩

波
書

店
、

一
九

五
四

、
二

一
頁

）
。
 

(8
)  

日
本

儒
教

の
な

か
に

近
代

化
の

要
素

が
あ

る
と

い
う

こ
と

は
、

儒
教

一
般

が
そ

う
で

あ
る

と
い

う
こ

と
で

は
む

ろ
ん

な
い

。
い

う
ま

で
も

な
く

、
孔

子
・

孟
子

と
近

代
化

は
関

係
な

い
。

ま
た

、
近

年
東

ア
ジ

ア
に

お
い

て
資

本
主

義
化

・
工

業
社

会
化

が
い

ち
じ

る
し

く
発

達
し

た
こ

と
を

、
「

儒
教

文
化

圏
」

と
い

う
こ

と
で

一
元

的
に

説
明

す
る

の
も

妥
当

で
は

な
い

。
加

地
伸

行
『

儒
教

と
は

何
か

』

（
中

公
新

書
・
中

央
公

論
社

、
一

九
九

〇
、
四

九
頁

）
は

、
東

ア
ジ

ア
の
「

儒
教

文
化

圏
」
を

、
「

孝
」
と

り
わ

け
祖

先
崇

拝
を

核
と

す
る

儒
教

に
よ

り
歴

史
的

・
宗

教
的

に
一

体
化

さ
れ

た
文

化
と

説
明

す
る

。
し

か
し

、
「

孝
」

と
近

代
化

は
ま

っ
た

く
関

係
な

い
。
 

(9
)  

『
日

本
古

典
文

学
全

集

40 
井

原
西

鶴
集

３
』
（

小
学

館
、

一
九

七
二

、
一

〇
一

頁
）
。
 

(1
0
)  

北
島

正
元
『

江
戸

時
代

』（
岩

波
新

書
・
岩

波
書

店
、
一

八
五

八
、
一

一
五

頁
）
、
老

川
・
仁

木
・
渡

辺
共

著
『

日
本

経
済

史
―

太
閤

検
地

か
ら

戦
後

復
興

ま
で

』
（

税
務

経
理

協
会

、
二

〇
〇

二
、

一
七

頁
）
。
 

(11
)  

高
島

元
洋

「
庶

民
社

会
に

お
け

る
心

の
教

育
」
（

尾
田

幸
雄

監
修

『
日

本
人

の
心

の
教

育
』

官
公

庁
資

料
編
纂

会
、

二
〇

〇
八

）
。
 

(1
2
)  

高
島

元
洋

『
山
崎
闇
斎

―
日

本
朱

子
学

と
垂

加
神
道

』
（
ぺ

り
か

ん
社

、
一

九
九

二
、

六
二

二
頁

）
。
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(1
3
)  
市

川
寛

明
・
石

山
秀
和
『
ふ

く
ろ

う
の

本
 
図

説
・
江

戸
の

学
び

』（
河

出
書

房
新

社
、
二

〇
〇

六
、
一

〇
二

頁
）
。
谷
口
澄
夫
『
池

田
光

政
』
（

人
物
叢

書
・

吉
川
弘

文
館

、
一

九
六

一
）
。
 

(1
4
)  

高
橋
敏

『
江

戸
の

教
育
力

』
（

ち
く

ま
新

書
・
筑
摩

書
房

、
二

〇
〇

七
、

二
〇

頁
）
。
 

(1
5
)  

中
村
彰

彦
『
保
科

正
之

』
（

中
公

新
書

・
中

央
公

論
社

、
一

九
九

五
、

一
三

二
頁

）
。
 

(1
6
)  
阿
部

吉
雄

『
日

本
朱

子
学

と
朝

鮮
』
（

東
京

大
学

出
版

会
、

一
九

六
五

、
四

一
五

頁
）
。
 

(1
7
)  
前
掲

『
ふ

く
ろ

う
の

本
 
図

説
・

江
戸

の
学
び

』
四

八
頁

。
 

(1
8
)  

「
敬
斎
箴

の
序

」
（
『
垂

加
文

集
』

四
、
『

新
編

山
崎
闇
斎

全
集

』
ぺ

り
か

ん
社

、
一

九
七

八
）
。

高
島

元
洋

『
日

本
人

の
感
情

』
（
ぺ

り
か

ん
社

、
二

〇
〇

〇
、

一
七

六
頁

）
。
 

(1
9
)  
倫

理
学

と
倫

理
思

想
史

の
関

係
に

つ
い

て
は
以
下

の
論

文
を

参
照

。
高

島
元

洋
「
「

思
想

史
」

と
は

何
か

―
「

日
本
倫

理
思

想
史

」

に
関

す
る
方
法

論
的
反
省

」
（
『

お
茶

の
水
女

子
大

学
 
比
較

日
本

学
研

究
セ

ン
タ
ー

研
究

年
報

』
創
刊
号

、
二

〇
〇

五
、

九
五
～

一

〇
八

頁
）
。
 

(2
0
)  
前
掲

『
日

本
政

治
思

想
史

研
究

』
四

頁
。

ま
た

丸
山

真
男

「
闇
斎

学
と
闇
斎

学
派

」
（

西
順
蔵

・
阿
部
隆

一
・

丸
山

真
男

校
注

『
日

本
思

想
体

系

31 
山
崎
闇
斎

学
派

』
岩

波
書

店
、
一

九
八

〇
）
を

参
照

。「
闇
斎

学
と
闇
斎

学
派

」
は

、
近

世
・
近

代
の
闇
斎

学
に

つ

い
て

の
貴
重

な
調
査

を
含
み

、
重

要
な

論
文

で
あ

る
。
問
題

は
、
シ
ナ
帝

国
の
特
性

で
あ

る
と

い
う
「
持
続

の
帝

国
（
E
in
 R
eich

 d
er 

D
a
u
er ）

」
（
ヘ
ー
ゲ
ル

）
を

日
本

思
想

に
適
用

で
き

る
か

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
 

(2
1
)  
津

田
左
右

吉
『

儒
教

の
実
践
道
徳

』（
『
津

田
左
右

吉
全

集
』
第

一
八
巻

、
岩

波
書

店
、
一

九
六

五
、
一

二
七

頁
～

）
。
溝
口

雄
三
「

中

国
思

想
の
受
容

に
つ

い
て

」
（
『

日
本

の
美

学
』
９

、
ぺ

り
か

ん
社

、
一

九
八

六
、

一
一

〇
頁

）
。
 

(2
2
)  
前
掲

『
儒

教
と

は
何

か
』

四
九

頁
。
 

(2
3
)  
溝
口

雄
三

『
一
語

の
辞

典
 

公
私

』
（

三
省
堂

、
一

九
九

六
、

五
三

頁
）
。
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(2
4
)  

た
と
え
ば
別

の
文
脈

の
議

論
だ

が
、
A
.M

a
cin

ty
re, A

 S
h
o
rt H

is
to
ry
 o
f E

th
ics, L

on
d
on
: R

ou
tled

g
e&

K
eg
a
n
p
a
u
l, 1

9
6
7

（
ア
ラ
ス
デ

ア
・
マ

ッ
キ

ン
タ
イ

ア
著
・
菅
豊

彦
他
訳
『

西
洋
倫

理
思

想
史

』
上

、
九
州

大
学

出
版

会
、
一

九
八

五
）
な
ど

を
参

照
。

「
道
徳
概
念

は
、
社

会
生
活

が
変

化
す

る
の

に
応

じ
て

当
然

、
変

化
す

る
。（

中
略

）
道
徳
概
念

は
社

会
生
活

の
諸
形
態

の
う

ち
に
具

現
さ

れ
、

そ
の
構

成
要

素
を

な
し

て
い

る
の

で
あ

っ
て

、
使
用

さ
れ

て
い

る
道
徳
概
念

の
差
異

を
確
認

す
る

こ
と

は
、

あ
る

社
会

生

活
形
態

と
別

の
形
態

と
区
別

す
る
重

要
な
鍵

で
あ

る
と
言
え

よ
う

」
（

二
頁

）
。
 

(2
5
)  
郡
県
制
・
封
建
制

に
つ

い
て

は
、
た

と
え
ば
増
淵
龍
夫
「

歴
史
認

識
に

お
け

る
尚

古
主

義
と
現
実
批
判

」（
『

岩
波

講
座
哲

学
Ⅳ

 
歴

史
の
哲

学
』

一
九

六
九

）
、

川
勝
守

・
吉

田
光

男
・
浜
口
充

子
『

地
域

文
化

研
究
Ⅱ

 
東

ア
ジ

ア
歴

史
像

の
構

成
』
（

日
本
放
送

出
版

協
会

・
放
送

大
学

教
育
振

興
会

、
二

〇
〇

二
、

七
六

頁
）
、
下
條

正
男

『
日
韓

・
歴

史
克
服
へ

の
道

』
（
展
転

社
、

一
九

九
九

、
四

三

頁
）

な
ど

を
参

照
。
 

(2
6
)  
滋
賀
秀

三
『

中
国
家
族
法

の
原

理
』
（
創

文
社

、
一

九
六

九
、

二
八

、
三

五
頁
～

）
。
 

(2
7
)  
統
合
儀
礼

・
分
離
儀
礼

に
つ

い
て

は
、

E
d
m
u
n
d
 
L
ea
ch
, 
C
U
L
T
U
R
E
 
A
N
D
 
C
O
M
M
U
N
IC

A
T
IO

N
, 
C
a
m
b
rid

g
e 

U
n
iv
ersity

 P
ress, 1

9
7
6
（
エ

ド
マ

ン
ド
・
リ
ー
チ

著
・
青

木
保

他
訳
『

文
化

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
 
構
造

人
類

学
入
門

』
紀

伊
國
屋

書
店

、
一

九
八

一
、

一
六

〇
頁

な
ど

）
を

参
照

。
 

(2
8
)  
森

正
夫

・
加

藤
祐

三
『

地
域

か
ら

の
世
界

史
３

 
中

国
（
下

）
』
（

朝
日

新
聞

社
、

一
九

九
二

、
一

四
九

頁
～

）
、
上

田
信

『
中

国
の

歴
史
９

 
海

と
帝

国
・

明
清

時
代

』
（

講
談

社
、

二
〇

〇
五

、
三

七
九

頁
～

）
。
 

(2
9
)  

宮
崎
市
定

『
科
挙

』
（

中
公

文
庫

・
中

央
公

論
社

、
一

九
八

四
、

二
一

二
頁

）
。
 

(3
0
)  
内

藤
湖
南

『
清

朝
史
通

論
』
（

東
洋

文
庫

・
平
凡

社
、

一
九

九
三

、
四

三
頁

）
。
 

(3
1
)  

島
田
虔
次

『
朱

子
学

と
陽

明
学

』
（

岩
波

新
書

・
岩

波
書

店
、

一
九

六
七

、
一

四
頁

）
。
 

(3
2
)  
前
掲

『
山
崎
闇
斎

―
日

本
朱

子
学

と
垂

加
神
道

』
を

参
照

。
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(3
3
)  

渡
辺
浩

『
近

世
日

本
社

会
と
宋

学
』
（

東
京

大
学

出
版

会
、

一
九

八
五

、
九

八
頁

）
。
 

(3
4
)  
前
掲

『
中

国
の

歴
史
９

 
海

と
帝

国
・

明
清

時
代

』
三

九
二

頁
。
 

(3
5
)  

こ
れ

に
か

ん
し

て
和
辻
哲
郎
『
風
土

』（
第

三
章

）
は

つ
ぎ

の
よ

う
に
指
摘

す
る

。「
シ
ナ

の
国
家

と
言

わ
れ

る
も

の
は

こ
う

い
う

民

衆
の
上

に
の

っ
て

い
る

官
僚
組
織

な
の

で
あ

っ
て

、
国

民
の

国
家

的
組
織

で
は

な
か

っ
た

」（
岩

波
書

店
、
一

九
三

五
、
一

三
二

頁
）
。

こ
の

文
章

の
意
味

す
る

と
こ

ろ
は

、
中

国
と

い
う

国
家

の
実

体
は

、
民
衆

と
遊
離

し
た

官
僚
組
織

で
あ

り
、

国
民

に
即

し
た

国
家

的

組
織

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
こ

こ
で

中
国

の
民
衆

を
さ

し
て

「
こ

う
い

う
民
衆

」
と

い
う

の
は

、
か

れ
ら

が
「
血
縁

的
も

し
く

は
地
縁

的
団

体
の
拘
束

」
に

は
あ

る
が

、
そ

れ
以
外

の
「
対

国
家

的
束
縛

」
を
認
め

な
い

「
非
服
従

的
性
格

」
に

あ
る

こ
と

を

い
う
（

一
二

四
頁

）
。
つ

ま
り

官
僚

は
官
僚

で
私
財

の
蓄
積

を
求
め

る
が

、
同

時
に

民
衆

は
民
衆

で
私
利
私
欲

を
追
求

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
そ

の
結
果
「

国
家

そ
の

も
の

、
政
府

そ
の

も
の

が
無

政
府

的
で

あ
る

」
と

い
う

こ
と

に
な

る
（

一
三

二
頁

）
。
和
辻

の
論

文
は
昭
和

四
年

（
十

八
年
改
稿

）
の

も
の
だ

が
、
郡
県
制
や
今

日
の

共
産
党

政
権

を
理
解

す
る
場
合

に
も
有
効

で
あ

る
。
 

(3
6
)  
前
掲

『
近

世
日

本
社

会
と
宋

学
』

一
二

三
頁

。
 

(3
7
)  
桑

原
隲
蔵

『
中

国
の

孝
道

』
（

講
談

社
学
術

文
庫

・
講

談
社

、
一

九
七

七
、

二
九

頁
）
。
 

(3
8
)  

日
本

に
お

け
る

儒
葬

の
実
態

に
つ

い
て

は
、
斎

藤
忠
『

日
本

史
小
百
科
４

 
墳
墓

』（
近

藤
出

版
社

、
一

九
七

八
、
三

八
頁

）
、
芳
賀

登
『
葬
儀

の
歴

史
』
（

雄
山
閣

出
版

、
一

九
九

六
、
一

六
六

頁
～

）
、
近

藤
啓
吾
『

儒
葬

と
神
葬

』
（

国
書
刊

行
会

、
一

九
九

〇
）
な
ど

を
参

照
。
 

(3
9
)  
浅
見
絅
斎

『
氏
族
弁
証

』
、

三
宅
尚
斎

『
氏
族
弁
証
附
録
序

』
、
跡
部

良
顕

『
日

本
養

子
説

』
、
若

林
強
斎

『
強
斎

先
生
雑
話
筆

記
』
、

荻
生
徂
徠

『
政

談
』
、

大
橋
訥
庵

『
養

子
鄙
断

』
、
熊

沢
蕃

山
『

集
義
和

書
』
、

三
輪
執
齋

『
養

子
弁
弁

』
な
ど

を
参

照
。
 

(4
0
)  
前
掲
『

近
世

日
本

社
会

と
宋

学
』
一

〇
四

頁
。
ち

な
み

に
、
清

朝
の

人
口

四
億

の
と
き
科
挙
合
格
者
数
約

二
十
万

人
で

、
そ

の
割
合

を
〇
．
〇

五
パ
ー
ミ
ル
（

一
〇

〇
〇

あ
た

り
の
数

）
と

す
る
計
算

も
あ

る
（
前
掲
『

地
域

か
ら

の
世
界

史
３

 
中

国
（
下

）
』
一

五
〇
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頁
）
。

日
本

の
武

士
に

つ
い

て
の
概

説
は

、
武
陽
隠

士
『

世
事
見

聞
録

』
（

岩
波

文
庫

・
岩

波
書

店
、

一
九

九
四

、
二

〇
頁
～

）
を

参

照
。
 

(4
1
)  
前
掲

『
日
韓

・
歴

史
克
服
へ

の
道

』
一

八
一

頁
。
 

(4
2
)  

古
田
博
司

『
朝

鮮
民
族

を
読
み
解

く
』
（

ち
く

ま
新

書
・
筑
摩

書
房

、
一

九
九

五
、

一
五

五
頁

）
。
 

(4
3
)  
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー

ド
『

朝
鮮
紀

行
』（

講
談

社
学
術

文
庫
・
講

談
社

、
一

九
九

八
、
三

四
四

、
五

五
八

頁
）
。
な

お
科
挙

の
合
格
者
（
両

班
）

は
、

朝
鮮

時
代

五
百

年
間

で
六

千
人
足

ら
ず

で
あ

っ
た

と
い

う
（
前
掲

『
地
域

文
化

研
究
Ⅱ

 
東

ア
ジ

ア
歴

史
像

の
構

成
』

一

〇
一

頁
）
。
バ
ー

ド
が

い
う

五
分

の
一

は
、
数
少

な
い
科
挙

の
合
格
者

（
両
班

）
に
寄

生
す

る
人

と
い

う
こ

と
で

あ
ろ

う
。
 

(4
4
)  

古
田
博
司

・
小
倉
紀
蔵
編

『
韓

国
学

の
す
べ

て
』
（

新
書

館
、

二
〇

〇
二

、
二

一
九

頁
）
。
 

(4
5
)  
前
掲

『
韓

国
学

の
す
べ

て
』

一
八

四
頁

。
 

(4
6
)  
上
総
道

学
に

つ
い

て
は

『
東

ア
ジ

ア
に

お
け

る
儒

教
思

想
の
倫

理
思

想
史

的
研

究
―

「
人
倫

」
概
念

を
手

が
か

り
に

』
（
平

成
十

三

年
度
～
平

成
十

五
年
度

・
科

学
研

究
費
補
助
金

基
盤

研
究

（
Ｃ

）
（
２

）
研

究
成
果
報
告

書
・

研
究
課
題
番
号

1
3
6
1
0
0
3
7
・

研
究

代

表
者

・
高

島
元

洋
）

を
参

照
。
 

(4
7
)  

尾
藤

正
英

『
江

戸
時

代
と

は
な

に
か

』
（

岩
波

書
店

、
一

九
九

二
、

四
三

頁
）
。
前
掲

『
近

世
日

本
社

会
と
宋

学
』

一
六

、
二

七
頁

。 

(4
8
)  
前
掲

『
清

朝
史
通

論
』

一
二

九
頁

。
 

(4
9
)  

『
大

学
或
問

』
（

後
藤
陽

一
他

校
注

『
日

本
思

想
大

系

30 
熊

沢
蕃

山
』

岩
波

書
店

、
一

九
七

一
、

四
五

二
頁

）
。
 

(5
0
)  

相
良

亨
「

日
本
倫

理
思

想
史

研
究

の
意

義
」
（
『

相
良

亨
著
作

集
５

 
日

本
人

論
』
ぺ

り
か

ん
社

、
一

九
九

二
、

三
七

八
頁

）
。

こ
の

論
文

の
初

出
は

『
講
座
哲

学
４

 
価
値

の
哲

学
』
（

東
京

大
学

出
版

会
、

一
九

七
三

）
で

あ
る

。
 

(5
1
)  
和
辻
哲
郎

「
日

本
社

会
の
倫

理
」
（
『
和
辻
哲
郎

全
集

』

23、
岩

波
書

店
、

一
九

九
一

、
三

四
九

頁
）
。
 

(5
2
)  
普
遍

と
特
殊

の
問
題

に
つ

い
て

、
出
隆

『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲

学
入
門

』
（

岩
波

書
店

、
一

九
七

二
）

を
参

照
。
普
遍

（
一

）
と
特
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殊
（
多

）
の

関
係

と
し

て
、
「
多
（
第

一
実

体
）
と

な
ら

ん
で

の
一
（
第

二
実

体
）
」
（

一
一

三
頁

）
と

い
う
考
え
方

と
「
多

の
上

に
立

つ
一

」
（

一
四

三
頁

）
と

い
う
考
え
方

が
あ

る
。
前
者

が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
立
場

で
あ

り
、

後
者

が
い

わ
ゆ

る
イ
デ

ア
論

で
あ

る
。 

(5
3
)  
和
辻
哲
郎

『
倫

理
学

』
（

岩
波

書
店

、
一

九
六

五
、
序

論
一

二
～

一
三

頁
）
。
 

(5
4
)  

子
安
宣
邦

「
日

本
思

想
史

の
問
題

―
日

本
の

思
想
像

と
思

想
史

の
方
法

―
」
（

日
本
倫

理
学

会
編

『
思

想
史

の
意

義
と
方
法

』
以

文

社
、

一
九

八
二

）
。
 

(5
5
)  

ち
な
み

に
田

中
久

文
は

、
『

日
本
倫

理
思

想
史

』
に

つ
い

て
「
仏

教
や

儒
教

な
ど

の
普
遍

思
想

の
、

日
本

的
変
容

の
過
程

と
し

て
日

本
思

想
史

を
描

こ
う

と
す

る
試
み

は
多

い
。

し
か

し
こ

こ
で

の
和
辻

は
、

む
し

ろ
逆

に
土
着

の
思

想
が
普
遍
へ

と
高

ま
っ

て
い

く
過

程
を
描

こ
う

と
し

て
い

る
の

で
あ

る
」
と
指
摘

す
る
（
「
和
辻
哲
郎

に
お

け
る
「

国
民
道
徳

論
」
構

想
」
、
佐

藤
・
清
水
・
田

中
編
『
甦

る
和
辻
哲
郎

』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版

、
一

九
九

九
、

七
八

頁
）
。
 

(5
6
)  

高
島

元
洋

「
近

世
仏

教
の
位
置
づ

け
と
排
仏

論
」
（
『

日
本

の
仏

教
』
第
４
号

、
法
蔵

館
、

一
九

九
五

）
」

を
参

照
。
 

(5
7
)  
和
辻
哲
郎

『
倫

理
学

』
（

岩
波

書
店

、
一

九
六

五
、

一
二

頁
。
初

版
は

一
九

三
七
～

四
九

）
。
 

(5
8
)  

『
童

子
問

』
（
清
水
茂

他
校

注
『

日
本

古
典

文
学

大
系

97 
近

世
思

想
家

文
集

』
岩

波
書

店
、

一
九

六
六

）
。
 

(5
9
)  

『
語

孟
字

義
』
（

吉
川

幸
次
郎

他
校

注
『

日
本

思
想

大
系

33 
伊

藤
仁
斎

・
伊

藤
東
涯

』
岩

波
書

店
、

一
九

七
一

）
。
 

(6
0
)  

『
中
庸

発
揮

』
（
『

日
本
名
家

四
書
註
釈

全
書

』
第

一
巻

、
鳳

出
版

、
一

九
七

三
）
。

ま
た

『
童

子
問

』
（
上

二
二

）
参

照
。
 

 


